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わたくしたちは、手lJiI'l川と手賀沼に力、こまれ自然と歴史には

ぐく まれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをとめて、ここに市民定ii5を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ 生き笠きと働き 伸びゆくあびこにします

老人を大切にし 子どもの夢を育て 幸せなあびこにします

ふるさとを愛し 文化を高め~かなあびこにします
みんなで活しあい きまりを守り 明るいあびこにします

空包
，宅思民市@ 
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(応接間)

生涯のジャーナリスト、杉村楚人冠の「サロン」。手賀沼近くの高台にある自邸「白

馬城」の門からはいり、母屋「枯淡庵」の玄関右脇にある。窓際の両袖机の上には、

親しかった夏目i秋石等のよ立墨が置かれている。正面の書棚には自著の初版本と執筆

記事のスクラップ・ブックが並ぶ。背高い書架には多くの洋書をふくんだ蔵書群。 東Ij

議I[地の長椅子。純鍛の下は寄木造の床。格天井からシャンデリアがさがる。凝った造
りのマントルピースには、贈られた胸像と外国時計そして観音像がのっている。ここ

は楚人冠のくつろぎの場であり、創作の場て"あった。そして楚人冠が主宰した湖畔吟

社、その同人達が集う地域文化の研鎖の場であった。楚人冠は申年生まれ。

ン口サの杉村邸

集

杉村楚人定

特

第

2
次
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
て

2
年
目
を
迎
え
、
順
調
に
各

種
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
手

作
〈
沼
の
ほ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、
幻
世
紀
へ
向
け

た
新
し
い
施
策
と
し
て
、
国
際
交

流
や
情
報
公
開
な
ど
を
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
大
き

く
寄
与
す
る
都
市
基
盤
の
整
備
も

重
点
事
業
と
し
て
設
定
い
た
し
ま

し
た
。

重
点
事
業
の
ー
っ
と
し
て
位
里
町

守

る

平
成
4
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

一
一一言
こ
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
ロ
月
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
私
に
と
っ
て
身
に
あ
ま
る
光
栄

で
あ
る
と
同
時
に
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
新
た

な
決
意
を
も
っ
て
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
と

市
政
の
伸
展
に
誠
心
誠
意
努
力
を

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市長

付
け
ま
し
た
「
中
心
拠
点
・
地
区

拠
点
づ
く
り
」
の
中
心
拠
点
の
核

と
し
て
、
平
成
7
年
度
オ
ー
プ
ン

を
め
ざ
し
て
我
孫
子
駅
貨
物
線
跡

地
に
複
合
文
化
施
設
を
建
設
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
施
設
に
は
、

市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
中
央
図
書
館
、
音
楽
ホ

ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

多
目
的
ホ

ー
ル
な
ど
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま

す。
さ
ら
に
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

や
地
球
規
模
で
の
自
然
環
境
保
護

な
ど
の
諸
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も

和
極
的
に
取
り
組
み
、
歴
史
と
文

化
の
香
り
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
建
設
に
辿
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の

キ

鈴木一雄

我
孫
子
市
は
、
幻
世
紀
を
め
ざ

し
、
新
し
い
時
代
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
そ
の
前
途
に
は
、
い

ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱
、
え
て
お
り

ま
す
。
と
り
わ
け
生
活
環
境
の
変

化
を
背
景
と
し
て
、
市
民
生
活
の

様
式
は
「
物
か
ら
心
、
画
一
か
ら
多

様
へ
」
と
価
値
観
や
生
活
意
識
の

変
化
が
進
み
、
心
の
笠
さ
を
創
造

で
き
る
都
市
環
坑
の
整
備
が
待
望

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
孫
子
市
は
、
自
然
と
調
和
し

た
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

都
市
基
盤
の
準
備
や
文
化
的
諸
施

設
の
拡
充
な
ど
「
手
賀
沼
の
ほ
と

り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
の
具
現
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
市
議
会
は
、
一
丸
と
な

っ
て
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
精
進

を
重
ね
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
の
力
強
い
こ
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長

対反対ゑ色用機イ史享タドのt也基会公下



(2) 

杉
村
楚
人
冠
。
生
涯
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
名
随
筆
家

に
し
て
マ
ス
コ
ミ
改
革
の
リ
ー
ダ
ー
そ
し
て
確
固
た
る

み
な
か
た
〈
ま
ぐ
す

新
聞
学
者
。
直
情
径
行
の
若
き
日
に
南
方
熊
楠
や
鈴
木

む
せ
っ

大
拙
と
交
わ
り
、
地
球
を
廻
る
記
者
時
代
は
夏
目
激
石

や
柳
田
園
男
が
職
場
の
同
僚
。
そ
し
て
齢
刊
過
ぎ
て
我

孫
子
に
居
し
地
元
日
常
の
喜
怒
哀
楽
に
と
け
こ
み
、
手

賀
沼
の
魅
力
と
田
園
生
活
の
妙
を
湖
畔
文
学
に
結
晶
。

今
回
は
辛
掠
に
し
て
温
和
、
反
骨
に
し
て
風
流
、
人
生

を
二
管
の
筆
」
に
託
し
た
天
性
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

杉
村
楚
人
冠
広
太
郎
を
我
孫
子
流
に
大
特
集
。

1992. 

集
特
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司
激
石
自
作
自
筆
の
漢
詩

「
仰
臥
L

(

楚
人
冠
愛
蔵
)

題人楚4
u
J
 

晶
命
・杉

杉村楚人冠の

胸像。昭和13年、

朝日新聞創刊50

年を記念して同

社から贈られた。

大
正
何
年
(
1
9
2
4
)春
、我
孫
子
を
ま
住
の
地
と
し
た
楚
人
冠
。
求
め
左
手
賀
沼

を
の
ぞ
む
地
を
「
白
馬
城
」
、
我
ガ
家
を
「
枯
淡
庵
L

と
命
名
。
そ
こ
か
ら
東
京
の
新
聞

社
巳
常
磐
線
で
毎
日
通
勤
。
我
孫
子
で
く
つ
ろ
ぐ
の
は
土
曜
と
日
躍
。
こ
こ
で
は
楚
人

冠
の
体
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ま
ず
紹
介
。
知
人
の
作
家
の
夏
目
融
石
や
禅
の
鈴

木
大
拙
の
書
を
な
が
め
、
サ
ロ
ン
で
茶
を
す
す
り
な
が
ら
読
書
す
る
。
ま
さ
に
風
流
入

の
体
目
。
そ
し
て
主
宰
す
る
湖
畔
ち
社
で
気
の
お
け
ぬ
地
元
の
面
々
と
ひ
ね
る
俳
句

の
時
は
、
月
に
一
度
の
土
曜
の
夜
。
湖
畔
ち
社
同
人
は
芯
っ
か
し
そ
う
に
当
時
を
回
顧
。

雪

体
四

の

の
日

そ
の
日
、
楚
人
冠
は
職
場
の
新

聞
社
に
出
な
く
て
も
よ
い
日
で
し

た
。
つ
い
朝
寝
坊
し
て

7
時
頃
に

目
が
覚
め
ま
し
た
。

外
は

一
面
の
銀
世
界
。
前
夜
か

ら
の
雪
は
大
分
つ
も
っ
て
、
ま
だ

や
が
て
湯
を
で
て
か
ら
朝
食
を

と
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
サ
ロ
ン
で
く
つ
ろ
い

だ
の
で
し
た
。
自
慢
の
暖
炉
に
火

を
焚
き
、
安
楽
椅
子
に
身
を
沈
め
、

ベ
ラ
ン
ダ
の
む
こ
う
に
雪
を
見
な

が
ら
熱
い
茶
を
す
す
り
ま
す
。

盛
ん
に
降
っ
て
い
ま
す
。

風
呂
好
き
の
楚
人
冠
は
、
邸
内

に
あ
る
湯
殿
に
通
う
坂
道
の
雪
を

か
か
せ
、
寄
生
が
沸
か
し
た
朝
湯

に
つ
か
り
、
窓
ご
し
の
雪
見
に
興

じ
ま
す
。

た

o

は

ふ

激

晩
年
、
楚
人
冠
が
こ
よ
な
く
愛

つ

る

て

ど

の

贈
あ
い
な
頃
し
た
夏
目
散
石
の
漢
詩
で
撒
石
自

を
が
っ
事
的
、
。

錯
の
苦
で
す
。

書

簡

に

す

h
L

に

魯

」

出

肝

し

仰

臥

人

如

唖

黙

然

看

大

空

襲

の

臥

ひ

月

ヰ

の

石

仰

思

「

に

大

空

雲
不
動
終
日
沓
相
同

軸

激

「

「

冠

」

浄
か
に
横
た
わ
り
黙
し
て
大
空

掛

の

詩

石

人

氏

際

漢

激

楚

石

と

動

か

ぬ
雲
と
1
日
む
か
い
あ
っ

て
い
る
、
超
然
と
し
た
境
地
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

撤
石
は
明
治
必
年

(1
9
0
9
)

夏
、
伊
豆
修
善
寺
で
回
同
出
践
に
よ

る
多
量
の
出
血
の
た
め
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

撤
石
の
「
修
善
寺
の
大
息
」
で
、
療

益
中
に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
漢
詩
へ

ふ
た
た
び
近
づ
き
、

以
後
、
そ
の
死

ま
で
詩
作
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

漢
詩
は
修
善
寺
で
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。当
時
、
激
石
は
、
東
京
帝

国
大
学
と
旧
制

一
高
の
講

師
を
や
め
て
、
東
京
朝
日

新
聞
に
召
請
さ
れ
入
社
し

て
い
ま
し
た
。
朝
日
新
聞

連
載
の
撤
石
の

小
説
は

「虞
美
人
草
」
「
三
四
郎」

「
彼
岸
過
迄
」
「
心
」
「
道

草
」
「
明
暗
」
と
ず
ら
り
代

表
作
ぞ
ろ
い
。
激
石
は
大

正
5
年

(
1
9
1
6
)
に
没

す
る
ま
で
小
説
の
新
聞
連

載
を
つ
づ
け
た
の
で
す
。

茶
が
す
ん
で
か
ら
新
聞
を
読
み

ま
し
た
。

新
聞
が
す
ん
で
か
ら
思
い
つ
き

の
原
稿
を
少
し
書
き
ま
し
た
。

風
呂
好
き
は
ま
た
湯
に
は
い
り

ま
す
。
途
中
、
母
一
人
子
一
人
で
育

っ
た
楚
人
冠
は
坂
の
下
に
あ
る
母

訟
の
隠
居
所
を
た
ず
ね
ま
す
。
母

は
佐
川
知
に
あ
た
っ
て
南
向
き
の
ガ

ラ
ス
戸
ご
し
に
雪
景
色
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。

観
音
山
(
楚
人
冠
公
国
付
近
)
か

ら
手
賀
沼
へ
か
け
て
降
る
雪
が
け

む
り
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。

母
は
、
速
い
北
国
へ
帰
郷
し
た

手
伝
い
の
娘
の
こ
と
を
案
じ
て
い

ま
し
た
。
楚
人
冠
も
心
配
で
し
た
。

昼
少
し
過
ぎ
で
し
た
。
急
と
知

っ
た
郵
便
局
の
親
切
で
、
娘
の
故

郷
か
ら
「
ハ
ペ
キ
ト
ク
」
の
電
報

が
篭
話
で
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

急
ぎ
折
り
か
え
し
「
(
娘
は
)
モ
ウ

ツ
ク
コ
ロ
」

と
電
話
で
電
報
を
打

ち
ま
し
た。

ま
も
な
く
雪
ま
み
れ

の
配
達
人
が
さ
き
ほ
ど
の
電
報
文

@
楚
人
冠
碑
(
楚
人
冠
公
園
、
河
村
鯖
山
作
・陶
製
)

⑤
浴
室
近
く
の
楚
人
冠
と
芭
蕉
。
近
く
に
母
の
離
れ

⑦
激
石
泣
墨
(
楚
人
冠
愛
蔵
)
の
芭
蓮…

，トと日

y
b金
ア
仰

ヂ
M
F

4
夏
目
激
石
(1
8
6
7
3
1
9
1
6
)

焚人冠の愛レた
夏闘激~の書

白馬城付近図

朝
日
新
聞
の
親
し
い
同
僚
と

し
て
修
普
寺
に
見
舞
っ
た
楚
人

冠
が
、
こ
の
作
ら
れ
た
ば
か
り

の
詩
を
み
て
気
に
入
り
世
を
求

め
た
の
に
こ
た
え
て
、
倣
石
が

後
日
に
楚
人
冠
へ
贈
っ
た
も
の

で
す
。死
の
淵
か
ら
よ
み
が
、
え
う
た

激
石
が
超
然
と
し
た
境
地
で
つ

く
っ
た
こ
の
漢
詩
を
、
数
+
年

後
、
我
孫
子
の
自
室
で
静
か
に

み
て
い
る
晩
年
の
楚
人
冠
。
そ

の
心
境
も
超
然
と
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
、
フ
。

激
石
造
墨

(
楚
人
冠
愛

蔵
)
は
漢
詩
|
、
水
彩
画

児
、
計
ぽ
点
あ
る
。
楚
人
冠

は
椿
に
凝
り
、

石
を
愛
し

た

-
一
淑
ふ
る
‘

白馬城一

口3 巳1

3口
回

1母屋
2.w.;れ(1号室1
3.浴室
4.謎れ茶室
5.磁れ
日離れ
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主，八の

一、=。-6号

国

す

ぎ

む

ら

そ

じ

ん

か

ん

杉

村

楚

人

冠

(3) 1992. 

こ
れ
も
雪
の
日
の
土
開
目
。
楚

人
冠
は
朝
か
ら
足
に

「ゲ
ー
ト
ル
」

を
巻
い
て
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
」

を
は
き
、
身
支
度
万
全
で
す
。雪
を

も
か
ま
わ
ず
、
こ
の
日
も
「
ス
テ
ッ

キ
」
を
つ
い
て
我
が
家
(
緑
2
丁

目
)
を
い
ざ
出
発
。
楚
人
冠
は
時
代

を
半
世
紀
以
上
も
先
取
り
し
た
週

休
2
日
制
実
践
者
で
、
休
日
の
土

昭
の
午
前
中
は
用
足
の
た
め
外
出

す
る
こ
と
に
き
め
て
い
る
の
で

す
。こ

の
臼
は
、
ま
ず
町
の
中
心
に

曜
の
朝
は

む
か
い
成
田
街
道
(
国
道
3
5
6

号
)
沿
い
の
「
鍛
冶
屋
」
(
荒
井
)
へ
。

蛇
口
の
相
談
だ
が
主
人
は
あ
い
に

く
留
守
。
次
に
近
く
の
「
建
具
屋
」

(鈴
木
)
に
寄
り
岡
持
と
胞
を
注

文
。
そ
こ
か
ら
我
孫
子
駅
通
り
の

「
区
長
さ
ん
の
家
」
(
渡
辺
喜
三
郎

宅
)
へ
。
自
宅
前
の
道
の
つ
け
か
え

の
件
で
や
り
と
り
。
そ
し
て
程
近

い
「
篭
燈
会
社
の
出
張
所
」
(
東
京

電
燈
我
孫
子
出
張
所
)
に
ま
だ
普

及
し
て
い
な
い
メ
ー
ト
ル
制
料
金

で
結
ん
で
い
る
特
別
協
定
を
双
方

グゐ
L
W
H
S
白

@
鈴
木
大
拙
「
虚
堂
雨
滴
声
L

(

楚
人
冠

愛
蔵
)
。
禅
思
想
を
世
界
的
に
広
め
た
大

拙
(
は
む
し
と
は
青
年
時
代
か
ら
の
知
己
。

@
離
れ
の
茶
室
「
清
接
庵
」
。
正
面
の
掛

軸
は
楚
人
冠
害
の
「
良
馬
は
奔
ら
す
」

楚
人
冠
は
昭
和

9
年
に
八
幡
平
(
秋
田

県
)
で
落
馬
し
負
傷
、
「
落
馬
記
」
が
あ

る
。
八
幡
平
に
は
落
馬
記
念
碑
が
建
つ
。

年
前
の
若
き
目
、
あ
る

歴
史
辞
典
に
楚
人
冠
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

噺
矧
記
者
。
本
名
は
広

太
郎
。
新
聞
学
者
。
随

筆
家
と
し
て
も
有
名
。

少
年
時
は
当
時
の
文
学
青
年
の
活

躍
舞
台
で
あ

っ
た
「
文
庫
」
な
と
に

イ

ギ

リ

ス

投
書
。
英
士
口
利
法
律
学
校
・先
進

学
院
な
ど
で
法
律
学
を
修
め
、

1

9
0
3
(
明
治
犯
)年
朝
日
新
聞
社

に
入
社
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
日
露

戦
争
論
」
の
全
訳
掲
械
、
戦
後
の

東
北
地
方
凶
作
記

・
満
州
視
察

記
な
ど
で
敏
腕
健
筆
を
う
た
わ

れ
た
。

1
9
0
7
年
に
は
ロ
ン

ド
ン
特
派
員
と
し
て
伏
見
宮
に

随
行
、
朝
日
新
聞
社
の
代
表
と

し
て
各
国
と
の
外
交
儀
礼
に
あ

た
る
。
新
聞
社
内
に
調
査
部
を

創
立
。
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ

・縮
刷
版

の
創
刊
な
ど
に
功
紡
を
あ
げ

た
。
「
新
聞
紙
学
」
「
旋
風
」
「
へ

ち
ま
の
か
は
」
「
弱
者
の
為
に
」

「虫
の
ゐ
ど
こ
ろ
」
「
う
る
さ
き

人
々
」
な
ど
多
く
の
著
書
が
あ

る
。

(
色
川
大
吉
)

で
再
確
認
。
ま
た
成
田
街
道
に
戻

り
、
「
郵
便
局
」

(我
孫
子
郵
便
局
)

へ
。
少
し
高
額
の
貯
金
を
ひ
き
だ

し
、
つ
い
で
に
夜
間
配
達
の
断
り
。

次
に
「
銀
行
」

(来
高
銀
行
我
孫
子

出
張
所
)
に
。
同
銀
行
の
小
切
手
が

東
京
で
交
換
で
き
る
か
を
問
い
合

わ
せ
。
そ
こ
か
ら
「
出
入
の
大
工
の

頭
梁
の
家
」
(
佐
藤
府
蔵
宅
)
に
。
薪

用
に
買
っ
た
老
松
の
一
部
を
用
材

と
し
て
残
す
相
談
。
ひ
と
ま
ず
町

中
の
用
は
済
ま
せ
た
と
次
は
莱
の

は
ず
れ
に
あ
る
「
役
場
」
(
我
孫
子

町
役
場
、
現
寿
保
育
聞
)
へ
。
納
税

湖

畔

「
若
い
人
々
の
娯
楽
機
関
と
い

う
も
の
の
全
然
欠
け
て
い
る
我
孫

子
の
町
に
さ
う
い
う
娯
楽
の
一
っ

と
も
な
り
、
又
新
知
旧
識
相
語
ら

を
小
切
手
で
し
た
件
で
問
い
合
わ

せ
。
小
切
手
は
そ
の
ま
ま
で
、
税
金

は
「
収
入
役
」
(
湯
下
↓
H
一
三
郎
か
)
が

立
て
替
え
と
の
答
え
。
ま
た
町
中

に
戻
っ
て
、
「
お
寺」

(大
光
寺
)
に

先
の
老
松
を
見
分
。
「
和
尚
」
(
志
賀

良
浮
)
と
懇
談。

次
に
白
馬
城
の
回

闘
を
小
作
し
て
い
る
「
ち
い
や
の

家
」(ワ

)
に
立
ち
寄
り
、
収
粧
米
の

味
で
し
ば
し
問
答
。
そ
こ
か
ら
沼

べ
り
の
森
に
み
る
赤
瓦
の
一
軒
家

「
万
緑
桜
中
紅
一
点
荘
」
(
鈴
木
重

定
宅
)
を
訪
問
。
養
魚
試
験
場
建
設

の
寄
付
を
依
頼
。
帰
り
道
、
「
画
家
」

の
手
造
り
の
家
(
富
田
輝
之
助
)
を

た
ず
ね
る
と
、
養
鶏
も
や
る
画
家

は
石
油
カ
ン
で
鶏
の
伴
箱
を
製
作

中。

吟
祉

楚

人

冠
を

囲

み、

う
機
会
と
も
な
り
、
進
ん
で
は
我

孫
子
の
発
展
を
図
る
名
案
の
創
造

所
と
も
な
り
う
る
か
と
思
っ
て
兎

に
角
有
志
相
寄
り
会
っ
て
俳
句
で

以
上
、
な
ん
と
全
部
で
ロ
か
所

を
グ
ル

γ
と
巡
っ
て
長
少
し
前
、

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
帰
宅
し
ま
し

た
。楚

人
冠
の
休
日
の
土
曜
の
午
前

は
と
も
か
く
忙
し
い
の
で
す
。

ω 
ひ
と

遊
ん

で、

も
作
っ
て
見
ゃ
う
で
は
な
い
か
と

い
う
相
談
の
ま
と
ま

っ
た
の
が
即

ち
わ
が
湖
畔
吟
社
創
立
の
由
来
で

あ
る
-E
E---」

と
、
我
孫
子
を
終
生
の
地
と
し

て
居
を
定
め
た
楚
人
冠
の
提
唱

で
、
昭
和

5
年
目
月
湖
畔
吟
社
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
人
は
駅
員

や
医
者
、
会
社
員
、
自
転
車
屋
、
茶

っ
葉
屋
、
画
家
、
詩
人
、

青
年
団
長
、

民
業
、
博
徒
親
分
と
い
ろ
い
ろ
で

し
た
。
当
初
は
8
、
9
名
で
あ
っ
た

@
楚
人
冠
碑
落
成
記
念
参
加
の

人
々
(
昭
和
お
年
)
⑧
楚
人
冠
が

愛
し
た
筑
波
山
全
景

「白馬城」の門近くに立つ楚人

冠。この頃、我孫子では珍しかっ

た自転車で、よく町中へ外出。

こ
の
午
前
の
疲
れ
で
、「
い
つ
し

か
と
ろ
と
ろ
」
と
午
睡
を
し
た
の
は

昭
和
2
年
3
月
5
日
の
こ
と
だ
と

こ
れ
も
本
人
自
身
が
記
し
て
い
ま

す
。
(
『
湖
畔
吟
』
「
土
略
の
午
前
」
よ

り、

訪
問
先
は
古
老
か
ら
の
教
示
)

び
と

学

ぶ同人
も
、
後
に
は
取
手
な
ど
か
ら

の
参
加
も
あ
り
知
名
に
も
達
し
、

「
湖
畔
吟
社
句
集
」
を
発
行
し
ま

し
た
。
楚
人
冠
は
俳
句
を
通
し
て

村
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
自

然
や
文
化
、
そ
し
て
人
生
や
社
会

観
等
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
な
精

神
で
指
導
し
ま
し
た
。
現
代
風
に

い
え
ば
背
少
年
育
成
と
地
域
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
同
人
の
ひ
と
り
小

企
半
谷
と
い
う
「
博
徒
の
親
分
」
?

は
看
板
屋
を
生
業
と
し
て
い
ま
し

3: 
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「
楚
人
冠
』
と
『
白
馬
城
』
の
由
来

楚
人
冠
。

「楚
人
は
一
体
撤
に
し

て
冠
す
る
の
み
」
の
中
国
故
事

か
ら
と
り
、
自
分
は
披
が
冠
を

つ
け
た
よ
う
な
も
の
で
小
人
物

に
す
容
な
い
と
謙
遜
を
こ
め
た

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
。
と
こ
ろ
が

受
け
と
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

え
い

で
、
「
楚
囚
そ
の
冠
を
期
す
」
と

の
故
事
か
ら
ひ
き
、
獄
中
で
も

市
民
に
よ
る
地
域
史
や
自
分

史
を
提
唱
し
、
我
孫
子
市
史
と

も
結
ぼ
れ
る
歴
史
家
の
色
川
大

吉
教
授
は
、
興
味
深
く
も
却
余

た
。
楚
人
冠
は
半
谷
に
商
売
の
骨

や
人
生
訓
を
語
り
ま
し
た
。
半
谷

は
大
い
に
更
生
し
た
と
い
い
ま

す
。
「
口
笛
の
小
唄
遠
の
く
春
の

宵
」
と
半
谷
は
人
柄
の
よ
く
出
た

句
を
残
し
て
い
ま
す
。

楚
人
冠
は
月
に

1
度
の
例
会
に

は
開
始
時
聞
の

5
分
前
に
必
ず
姿

を
見
せ
、
同
人
達
も
田
舎
時
聞
を

改
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
い
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
言
わ

ず
語
ら
ず
の
教
え
が
あ
り
ま
し
た
。

俳
句
を
あ
ま
り
得
意
と
し
な
か

っ
た
楚
人
冠
は
同
人
の
新
築
祝
に

次
の
一言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
を
知
ら
す
俳
譜

を
解
せ
す
た

、
俳
抗

を
た
の
し
み
俳
趣
を

愛
す
私
か
に
俳
句
を

作
ら
さ
る
俳
人
を
以

て
自
ら
任
す

楚
人
冠
自
質
向
⑬

現
在
、
湖
畔
吟
社
創

立
当
初
か
ら
の
同
人
は

、 ， 
........-
‘ 

同
人
誌
「
湖
畔
吟
」

(
川
端
龍
子
・表
紙
函
)

楚
人
冠
没
後
も
号
が

重
ね
ら
れ
た
。

冠
を
と
ら
ぬ
誇
り
高
き
号
と
解

釈
さ
杭
る
場
合
も
。

白
馬
城
。
マ
イ
ホ
ー
ム
探
し

の
楚
人
冠
は
、
初
め
我
孫
子
駅

東
北
の
我
孫
子
城
祉
に
務
自

(
明
治
叫
年
)
。
館
を
建
て
「
白
馬

馬
に
非
ず
」
と
論
じ
楽
し
む
こ

と
を
空
想
。
そ
の
地
を
「
白
馬

城
」
と
命
名
す
る
が
、

土
地
交
渉

は
不
調
。
そ
こ
で
気
を
一
新
さ

せ
て
手
賀
沼
を
望
む
高

台
1
0
0
0
坪
余
り
の

地
を
求
め
、
念
願
の
「
白

馬
域
」
と
名
付
け
、
ま
ず

山
荘
を
建
て
、
や
が
て
永

住
の
地
と
し
た
の
で
す
。

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
方

に
い
ち
ば
ん
印
象
に
残
る
自
作
の

句
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

馬
鈴
惑
の
花
の
向
ふ
は
鳴
の
沼

甚
左
(
小
熊
勝
夫
)

冬
の
雨
縁
が
な
く
し
て
ま
た
会

え

ず

新

保

E
子
(
衡
助
)

上
が
り
た
る
花
火
の
道
の
倒
れ

く

る

畠

山

雅

雄

小
熊
勝
夫
氏
は
、

平
成
3
年
4

月
、
地
域
の
文
化
向
上
発
展
に
尽

力
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
ヌ
l
ベ

ル
文
化
賞
」
を
受
賞
。
ま
た
、
新
保

日
一
子
氏
は
同
年
の

9
月
、
句
集
『
沼

却
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
故

人
の
飯
沢
帰
洛
の
泣
稿
集

『雲
の

流
れ
』
が
泣
族
に
よ
っ
て
昭
和
日

年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
楚
人
冠
の
絹
神
が
引
き
継

が
れ
、

mM
特
を
今
日
に
な
お
与
え

て
い
る
証
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う。

七
回
忌
に
あ
た
る
昭
和
初
年
、

楚
人
冠
を
偲
び
、
同
志
に
よ
っ
て

陶
製
(
河
村
蛸
山
作
)
の
記
念
碑
が

沼
を
見
下
ろ
す
楚
人
冠
公
聞
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
仰
の
正
面
に
、

筑
波
見
ゆ
冬
晴
れ
の

供
い
な
る
宝
に

沖吟ζ
メι



可
印
刷
」
の
名
で
通
っ
て
い

3
と

う
事
実
を
突
き
止
め
て
き
ま
す
。

昭
和
2
年

(
1
9
2
7
)
、
徳
富

蘇
峰
、
下
村
海
南
の
両
氏
を
駅
に

迎
え
沼
や
沼
畔
を
案
内
し
て
い
ま

す
。
蘇
峰
は
舟
か
ら
沼
を
眺
め
、

大
き
き
ゃ
深
さ
か
ら
、
干
拓
水
固

化
の
説
が
出
る
の
も
無
理
は
な

い
、
と
話
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
に
関
し
て
は
楚
人
冠
は
強
硬

な
反
対
論
者
で
し
た
。

(4) 

出
来
事
は
細
大
洩
ら
さ
ず
心
得
て

い
ま
し
た
。

沼
か
ら
「
丸
木
舟
」
が
あ
が
っ
た

と
聞
け
ば
、
早
速
出
か
け
て
自
ら

確
か
め
、
さ
ら
に
舟
に
関
す
る
専

門
の
考
古
学
者
を
案
内
し
て
来
て

徹
底
的
に
調
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
沼
の
鰻
が
日
本
一〈ろ
う

だ
と
聞
け
ば
、
ま
た
そ
の
道
の
玄

人
を
訪
ね
「
こ
こ
の
鰻
の
味
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
玄
人
仲
間
で
は

今も手賀沼に咲く水蓮

夏至る毎に湖面に名も知れぬく d

ぐさの草が花を聞く。希議量の紫や、
.=.1ぱn

河骨の黄など、色とりどりの花が咲

く。 野生の睡蓮が黄が〉った白い花

をつける。 <r水郷夏趣」より〉

、

1992. 

ジャーナリスト楚人冠は名文家。そのなかでも絶昂とい ー ‘ピJ・ 4

われるのが随筆。楚人冠のエッセイ 『湖畔ち』は手賀沼とー

我孫子周辺の風物人山を詩情豊かに描いだ湖畔文学の傑作。 ‘コ

自ら創刊しだ 『戸サヒグラフ』に大正13年新年号から連載
がはじまるや日本中で愛読され評判に。

て
、
柿
の
実
が
枝
も
た
わ
わ
に
垂

れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
村
の
人
々

は
稲
か
り
の
支
度
に
忙
し
げ
に
行

き
か
い
、
笈
は
茸
狩
に
と
山
路
を

急
ぎ
ま
す
。
の
び
や
か
な
秋
晴
で

陥
る

υよ
り

す
。
こ
ん
な
小
春
日
和
の
日
に
、
一

人
で
ぶ
ら
ぶ
ら
畦
道
を
散
歩
し
な

が
ら
、
田
悶
生
活
の
楽
し
さ
を
し

み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

楚
人
冠
邸
に
は
、
杉
や
松
が
数

千
本
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
天
気

の
良
い

日
は
鋸
を
持
っ
て
廻
っ
て

歩
き
、
気
に
く
わ
ぬ
枝
を
切
り
落

と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
雨
の
日
は
家

に
あ
っ
て
本
を
読
む
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
楚
人
冠
は
、
「
哨

伐
雨
読
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
記
者
ら
し
く
、
地
域
の
出

来
事
に
も
敏
感
で
す
。
近
く
に
何

か
事
が
起
こ
る
と
早
速
出
か
け
て

行
っ
て
調
べ
て
い
ま
す
。
あ
の
邸

宅
の
奥
に
住
み
、
ど
う
し
て
、
何
処

か
ら
耳
に
す
る
の
か
、
村
内
外
の

出
や
山
山
叫
の
一
事
物
を
詳
細
に
観

一
任
し
、
紛
っ
た
も
の
が
「
湖
畔
吟
」
。

そ
れ
は
、
予
釘
沼
の
詩
で
も
あ
り

ま
す
。そ
の
中
か
ら
数
筒
を
取
り
上
げ
、

知
か
く
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

沼
の
一
山
弘
、
真
一
孤
の
茂
み
に
小
船

ば
ん

h
L
ウ
ピ
リ
£
し
ぶ
り

を
入
れ
る
と
、
制
や
嶋
、
五
切
な
ど

の
水
お
が
パ
ッ
と
飛
び
立
っ
て
い

き
ま
す
。
又
、
宵
闇
の
沼
辺
を
歩
け

ば
蛍
が
ス
イ
ス
イ
飛
び
交
い
、
夜

更
け
に
な
る
と
円
以
の
声
が
山
荘
に

問
え
て
き
ま
す
。
楚
人
冠
は
、
夏
の

朝
、
行
く
あ
て
も
な
く
沼
で
小
舟

を
乗
り
ま
わ
す
こ
と
を
一
つ
の
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

秋
も
深
く
な
る
と
、
夕
方
か
ら

お
が
一
面
に
た
ち
こ
め
、
夜
が
更

け
る
に
つ
れ
て
益
々
世
く
な

っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
木
の
葉
に
た

ま
り
、
校
を
伝
わ
っ
て
、
銅
板
の
慶

根
を
た
た
き
ま
す
。
盟
朝
、
沼
を
見

波
せ
ば
、
ま
た
霧
が
濃
く
た
ち
こ

め
て
い
ま
す
。
日
が
昇
る
に
つ
れ
、

薄
れ
て
い
く
織
の
中
に
徐
々
に
見

え
て
く
る
沼
や
山
。
普
段
見
な
れ

た
景
色
を
神
秘
化
し
て
く
れ
る
識

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

冬
に
な
る
と
、
朝
の
霜
や
氷
の

様
子
か
ら
、
や
は
り
東
京
よ
り
寒

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
昼
近
く
な

り
、
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
陽
の
光
が

さ
し
込
ん
で
く
る
と
東
京
よ
り
暁

く
な
り
ま
す
。
楚
人
冠
は
気
楽
に

縁
側
に
寝
平
」
ろ
ん
で
新
聞
を
読
ん

だ
り
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
何
と
な

く
充
実
し
た
幸
福
感
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
(
大
切
な
新
聞
を
読
む
事

は
暇
出
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

秋
晴
の
一
日
|
|
野
に
は
見
渡

す
か
ぎ
り
抑
W
撚
W
噴
ば
ん
で
、

そ
の
聞
に
蜂
と
赤
蛸
蛤
が
飛
び
か

っ
て
い
ま
す
。
里
に
は
早
咲
の
山

ゴ
ん
か

茶
花
が
ち
ら
ほ
ら
と
聞
き
初
め

山

、

鳥

(

父

愛

久

の

、

た

長

者

で

つ

田

作

者

あ

黒

。
学

が

」
函
鳥
識

鳥

)

な

面

水

長

名

も

と

所

著

と

沼

究

も

冠

賀

研

桟

入

手

類

長

楚

「

鳥

田

の

』
司
階
黒
家

が
あ
り
、
カ
モ
類
や
ガ
ン
類
を
食

用
に
捕
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

流
し
も
ち
縄
や
張
り
網
を
用
い

て
、
水
鳥
を
一
定
め
条
件
下
で
、
お

の
の
く
よ
う
に
捕
狸
し
て
い
た
と

聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
度
重
な
る
水

害
に
よ
り
生
活
苦
に
鳴
い
で
い
た

民
家
に
と
っ
て
、
漁
業
収
入
と
と

も
に
民
家
の
生
活
を
大
い
に
潤
し

ま
し
た
。
こ
の
時
代
(
昭
和

6
年
)

の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
年
間
5

4
6
0
羽
の
水
鳥
が
捕
粧
さ
れ
、

約

2
8
0
0
円
の
収
入
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
の
手
賀
沼
に
は
、
数
日
万

羽
の
水
鳥
た
ち
が
生
息
し
、
日
本

最
大
の
ガ
ン
類
の
越
冬
地
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
今
は
、
カ
モ
類
は

1
0
0
0
羽
余
り
に
減
少
し
、
ガ

ン
類
は

1
羽
も
渡
来
し
ま
せ
ん
。

手
賀
沼
は
、
汚
濁
で
援
か
な
自

然
を
失
い
か
け
て
い
ま
す
。
楚
人

冠
が
愛
し
た
手
賀
沼
に
少
し
で
も

戻
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

冬
の
手
賀
沼
に
は
、
ガ
ン
類
や

カ
モ
類
た
ち
が
よ
く
に
あ
う
は
ず

で
す
。

楚
人
冠
が
、
手
賀
沼
の
湖
畔
、
我

孫
子
に
定
住
し
て
い
た
の
は
、
大

正
の
末
か
ら
昭
和
初
年
に
亡
く
な

る
ま
で
。
当
時
の
我
孫
子
や
手
究

沼
は
、
彼
が
好
ん
だ
み
ど
り
隻
か

な
「
回
舎
」
。
そ
の
時
代
に
、
鳥
た

ち
と
の
交
流
を
「
湖
畔
吟
」
の
中
で

綴
っ
て
い
ま
す
。

し
ば
し
ば
登
場
す
る
鳥
は
、
彼

の
庭
に
訪
れ
る
小
鳥
た
ち
で
す
。

彼
は
、
庭
に
野
鳥
の
た
め
の
巣
箱
・

餌
台
・
水
浴
び
場
を
設
け
て
、
野
鳥

た
ち
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
庭
に
小
鳥

を
呼
ぶ
た
め
の
餌
台
な
ど
は
、
戦

後
の
愛
鳥
週
間
の
運
動
の
中
で
、

全
国
的
に
広
ま
っ
た
愛
鳥
運
動
そ

の
も
の
。
ま
さ
に
、
時
代
の
先
端
を

歩
ん
で
い
ま
し
た
。

巣
箱
に
は
、
な
ぜ
か
興
味
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
巣
箱
の
文
献
を

圏
内
や
米
国
か
ら
取
り
寄
せ
、
日

本
鳥
学
会
で
作
っ
て
い
た
巣
箱
も

購
入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

巣
箱
を
参
考
に
し
て
、
計
日
個
も

巣
箱
を
作
り
、
庭
に
取
り
付
け
て

い
ま
す
。
恐
ら
く
、
こ
れ
が
我
孫
子

で
の
最
初
の
巣
箱
か
も
知
れ
ま
せ

ん。
好
奇
心
が
強
い
の
か
、
そ
の
年

の
秋
に
、
小
鳥
が
利
用
し
た
か
ど

う
か
巣
箱
を
調
べ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ク
マ
バ
チ
が
巣
箱
を
利
用

し
た
だ
け
だ
っ
た
の
は
残
念
だ

っ

た
よ
う
で
す
。
翌
年
、
再
び
調
べ
、

5
個
の
巣
箱
の
中
で
空
き
巣
が
見

つ
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
「
多

分
い
ず
れ
も
頬
白
だ
ら
う
と
い
ふ

こ
と
で
あ
っ
た
」
と
苫
い
て
い
ま

す
が
、
ホ
オ
ジ
ロ
は
巣
箱
で
は
繁

殖
し
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
な
ら
ス

ズ
メ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ム
ク
ド
リ

あ
た
り
が
利
用
す
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
庭
か
ら
あ
ふ
れ
で
て
く

る
清
水
を
利
用
し
て
、
庭
に
池
を

作
り
、
金
魚
や
メ
ダ
カ
を
泳
が
せ

た
り
、
ま
た
、
家
禽
で
あ
る
ア
ヒ
ル

や
ガ
チ
ョ
ウ
、
伝
一
人
]
鳩
も
飼
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
金
魚
を
カ
ワ
セ

ミ
が
捕
食
し
、
楚
人
冠
が
困
惑
す

る
く
だ
り
は
、
柳
田
闇
男
と
の
。
カ

ワ
セ
ミ
論
争
。
に
な
り
、
良
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
時
新
聞
社
で
は
伝
書
鳩
を
離

島
や
遠
隔
地
と
の
通
信
運
搬
手
段

と
し
て
も
ち
い
て
い
ま
し
た
。
い

ま
な
ら
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
瞬
時
に

届
け
ら
れ
ま
す
が
、
彼
も
我
孫
子

か
ら
朝
日
新
聞
社
に
伝
書
鳩
に
託

し
て
原
稿
を
送
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
伝
書
鳩
は
趣
味
の
レ

l
ス
に

利
用
さ
れ
る
だ
け
で
、
通
信
運
搬

の
役
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
湖
畔
吟
」

の
中
で
は
、
手
間
μ
沼

の
水
鳥
に
つ
い
て
あ
ま
り
語
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
「
鳥
屋
」
に
マ
ガ

モ
を
注
文
す
る
話
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
は
す
べ
て
の
野
鳥
を
捕
獲
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
手
賀
沼
に
鳥
猟
組
合

、=(()e 。号

自転車好きの楚人冠

(植木を)出入の者や近所の人に頼んでおく

と、どこそこにあると知らせて呉れる。自転

車を飛ばせて見に行って、気に入れば買ひ取

る。この見に行〈時に、嫁とりの見合に行く

やうな楽しさがある。<r椿」より〉

よは、日本鳥学会(東京帝国大学理学部動物

学教室内)が当時、愛鳥家に勧めた巣箱の一つ。

|セ ット 3箱で、 4セッ卜都合12箱を売りだ

す。下は、ゴjレフ場にかけられた現代の巣箱。
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。号 第820号

砂診療時間 午前9時から午後5時

砂持参 するもの 保険証

保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

1
の
口
の
日

(
湖
北
駅
南
口
徒
歩

2
分
)

宮
(
釘

)
1
1
3
1

し
あ
わ
せ
学
級

一、=
こ
れ
か
ら
父
親
、
ほ
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
o

v
日
時

1
月
四
日
(
土
)
午
前
9

時
却
分
か
ら
日
時

(受
付
は
当
日

午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内

容

本

日

ミリ映
写
「
吋
と
子

の
き
ず
な
L

牢
亦
ち
ゃ
ん
の
お
凪

凡
の
入
れ
方
(
英
明
自
)

本
そ
の
他

宙

親
組 4
ず

級

V
時
間

午
前
9
時
初
分
か
ら
日

時
加
分
(
第
3
回
は
午
後
1
時
か

ら

3
時
)

V
持
参

母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第

1
回
は
パ

ス
タ

オ
ル

1
枚
。
第
4
回
は
さ
ら
し
布

1
5
0
m
位
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
、

マ
チ
引
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

1月の日曜・休日当番医

d

司
自
親
学
級
日
程

]月 6円 お庄の話
第 1固

(Jl ) 妊Y11}体操

1月131:1 妊娠中の1'4H'川i'l:.
第2固

(月) 妊娠中と政後の{以制:

1 FJ21日 側同災
第3固

(火) 妊娠中 15舗の f' l坊(伊、自líの ~tl~) 

l月27日 子づくりオムソ
第4回

(月) 亦ちゃんの従υ苗

育

児

相

談

身
体
計
測
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
栄

猿
相
談
、
防
科
相
談
な
ど
育
児
に

つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ
て

酒

害

相

談

の
ご

利

用

を

&
フ
月
の
相
談
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

年
末
年
始
は
、
お
凶
を
飲
む

機
会
が
増
、
ぇ
、
あ
な
た
の
肝
臓

は
桜
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
お
楢
を
と
お
し
て
家

扶
や
周
閉
め
人
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
か

け
て
い
る
と
し
た
ら
、
あ
な
た

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

※
乳
児
健
訟
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券

(
3
i
6
か
月
用
、

9
1
U

か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う。

d

『
育
児
相
談
日
程

実施日 受付時間 E主当児

1月7日h穴)
9:15-9:45 平成3年9月生

1月14日ω (該当児) (通知がいきます)

1月21日ω 9:45-10:30 0-6成

(その他相談のある方) (相談のある方)

l月28日(必

88-3111 

82-8166 

89-1111 

84-7321 

82-2916 

82-8166 

88-5678 

84 -7321 

89-2641 

84-2211 

82-5071 

88-3111 

82-5836 

話電医院名

我孫子聖仁会病院

我孫子束手11病院

平和台病 院

アピコ外科盤形外科病院

桜井医院

我孫子束手1¥病院

御子柴耳ぬ咽喉科

アビコ外科蜂形外科病院

エムピレオ保益医院

我孫子つくし野病院

天王台強形外科

我孫子翠仁会病院

竹内医院

夜間の急病のときは

Zヒ否三宮(87)竹41

1992， 

病日

1日

2日

12日

3日

5日

15日

19日

26日

も
H

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
。の
仲
間

入
り
で
す
。
自
分
1
人
で
酒
を
断

つ
の
は
、
か
な
り
雌
し
い
こ
と
で

す
。保

健
セ
ン
タ
で
は
、
ア
ル

コ

ー
ル
依
存
症
な
ど
お
酒
で
悩
ん
で

い
る
方
や
家
族
の
た
め
に
、
酒
害

ー
蝿
6
か
月
児
健
康
彦
査

-
歳
半
の
頃
は
、

基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
1
皮
母
線
、
父
親

の
役
割
を
み
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
(
大
人
用
、
子
供
用

各
1
本
)

4
1歳
6
か
月
兜
健
康
診
萱
日
程

l月(木16)日 l月(水9)日 期
日

9 : 15-10 : 30 受付

か平 か平
ら成 ら成

対30 2 15 2 
日年 日年
生 6 生 6
ま月 ま月

象れ 16 れ l
日 日

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
B
C
G

生
後
4
か
月
か
ら
4
歳
未
満
で

予

防

接

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
下
さ

い
。
実
施
医
療
機
関

は
、
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防

接
種
を
希
望
す
る
方
は
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

V
費
用

就
学
前
ま
で
無
料

相
談
(
広
報
「
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー」

参
照
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日
時

1
月
4
日
(土
)
午
前

9
時
初
分
か
ら
日
時
初
分

V
場
所
・
問
い
合
わ
せ

保
健

セ
ン
タ
ー
宮

(計
)
1
1
3
1

-
度
も
B
C
G
接
種
を
受
け
て
い

な
い
乳
幼
児
(
対
象
児
に
は
通
知

し
ま
す
)

V
時
間

午
後
1
時
加
分
か
ら
2

時
初
分

V
持
参

母
子
健
康
手
帳

4

『
ツ
反
お
よ
び
判
定
B
C
G日
程

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
応

判
定
B
C
G

1
月
幻
日

(
火
)

1
月
幻
自
(
木
)

※
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い

で
く
だ
さ
い
。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

ハ
ポ
リ
オ
〉
担
与

V
対

象

生

後
6
か
月
か
ら
4
歳

未
満
で
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
度
済

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児

(1
回
目

と
2
回
目
の
間
隔
は
6
週
間
以
上

あ
け
る
こ
と
)
対
象
児
に
は
通
知

し
ま
す
。

V
日
時

1
月
7
日
(
火
)
、
犯
日

(
火
)
午
後
1
時
加
分
1
2
時
却
分

種

医

{ま

V
持
参

票※
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
、
問
診

健

康

相

談

日
頃
健
康
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
保
健
婦
が
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

V
日
時

1
月
刊
日

(
金
)
午
前
9

時
却
分
か
ら
日
時
初
分

V
場

所

市

役
所
本
館
l
階
市
民

課
前
来
談
室
(
無
料
)

栄

養

相

談

あ
な
た
の
食
事
、
野
菜
は
足
り

て
い
ま
す
か
。
甘
い
も
の
を
と
り

す
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
。
食
事
の
カ

ロ
リ
ー
チ
ェ

ッ
ク
や
献
立
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
肥
満
や
糖
尿

病
、
高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
の

必
要
な
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

V
申
し
込
み

包
話
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

精
神
衛
生
相
談

心
の
悩
み
を
も
っ

た
方
の
た
め

に
精
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
申
し
込
み

電
話
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
担
当

神
経
内
科
医

郎
先
生肩
こ
り
腰
痛
教
室

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

V
時
間

午
後
1
時
却
分
か
ら
3

時
(
受
付
は

1
時
i
l
時
初
分
)

V
申
し
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

屯
話
ま
た
は
直
接
お
い
で
く
だ
さ

'ν
 4

『
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

期日 主な内容

1月7日 身近な健康法(話)
(火) 体操(深呼吸、体を動かす~Ij本)

l月14日 食事診断
(火) 栄養のバランスを とるために

1月21日 正しい歯のみがき方と幽そうのうろうの予防について
(火) 肩こり腹柿予防の体採

l月28日 肩こり腰桶予防の体操

LJ火) (体の状態を見ながら体操を行います)

拍
保
健
所
か
ら
m
討
す
口

3
歳
児
健
康
彦
査

V
対
象

昭
和
日
年
刊
月
生
ま
れ

療

機

関

で

破ジ百
( 麻

~ 
l立

フ日 種
しi1切Yテリせ j昆
カも

風」ー一ア一-きJ ム回 ) 諺

年月間な l 間接接 1
間か隔お歳 )種種歳
)らで、の すゴの
18 3 1誕 るな誕 該
か 回期生 こぉ生 当
月桜は日 と、日

のf.m生か が生か 児
問。後ら 望後ら お
に 248就 ま 18就 よ
I期か学

しかき円1) び回は月前 ぃ月

電接子 I まま 。かま 接

期でで (らで 種
二終にの 8 36の

期
8了3jゴJ 月か幼
月後 i児 を月児 問

を 8 除ま(
除12週 くで l
くかの 年に回

(
通
知
か
い
き
ま
す
)

V
日
時

1
月
比
日

(
火
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

V
場

所

市

保
健
セ
ン
タ
ー

V
持
参

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、
尿

療

育

相

談

V
対
象

整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
日
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

V
日
時

1
月
お
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時
(
柏
保
健
所
)

V
内
容

獲
形
外
科
医
に
よ
る
診

察

・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

V
持
参

母
子
健
康
手
帳

横
山
達

⑧
市
民
図
密
館

⑧
湖
北
台
分
館

⑧
布
佐
分
館

⑧
移
動
図
書
館

会
(
制

)
T
a
t
-
0

2
(
U
)
3
0
5
5
 

8
(
回
)
1
3
7
T

合

(U
)
0
9
0
9

『
成
人
の
目
』
図
書
案
内

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
み
な

さ
ん
に
、
心
に
残
る
本
を
紹
介
し

ま
す
。
お
気
に
入
り
の

1
冊
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

V
書
名
(
著
者
)

*
背
が
散
る
(
宮
本
輝
)
本
風
の
歌

を
聴
け
(
村
上
春
樹
)
本
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
ベ
イ
ビ

l
ズ
(
村
上
龍
)
本

聖
少
女
(
念
橋
由
美
子
)
串
永
遠
な

る
序
章
(
椎
名
麟
=一
)
牢
ラ
イ
麦
畑

で
っ
か
ま
え
て
(
サ
リ
ン
ジ
ャ

l
)

本
ガ

プ
の
世
界
(
ジ
ョ
ン

・ア
l

ヴ
ィ
ン
グ
)
半
日
月
は
た
そ
が
れ

の
国
(
レ
イ
・ブ
ラ
ッ
ド
ベ

リ
)
牢

ア
ル
ジ
ャ

l
ノ
ン
に
花
束
を

(ダ

ニ
エ
ル

・キ
イ
ス
)
本
本
当
の
戦
争

の
話
を
し
よ
う

(
テ
ィ
ム

・オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
)

お
は
な
し
会

子
供
た
ち
に
楽
し
い
絵
本
と
の

出
会
い
を
、
す
こ
や
か
な
成
長
を

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
楽
し
い

お
話
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
す
。

4
歳
か
ら

9
歳
く
ら
い

ま
で
の
チ
ビ
ッ
コ
集
ま
れ
r

V
日

程

牢

1
月
日
日

(
木
)
市
民

会
館
第
4
会
議
室

牢
1
月
9
日

(
木
)
、
お
日
(
木
)
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
部
屋

V
時
間

午
後
3
時
却
分
か
ら
4

時

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

。
湖
北
台
分
館
(
墨
絵
)

V
作
品
・
作
者

フ
リ

l
ジ
ヤ
・
武

石
富
佐
子
(
古
一戸
)
、
千
両
・
山
口
土

士
代
(
新
木
)
、
梅
・
阿
部
さ
だ
(
新

木
野
)
、
水
仙・
馬
場
喜
美
子
(
湖
北

台)、

山
茶
花
・
百
瀬
重
惟
(
我
孫

子
)
。
布
佐
分
館

V
作
品
・
作
者

辺
大
(
緑
)

圃
展
示
期
間

ら
初
日
(
木
)

七
宝
焼
4
点
・波

1
月
7
日
(
火
)
か

曜日 日 スTーション名 場 所 時間(午後)

8 
中 峠 中峠 f色田谷公凶 1:30-2:10 

水 {制 北 上 新 木 ブトヤJ 年 館 2:20-2:50 
22 
新木野 あらき!ffス ト ア誕 3:10-4:00 

9 
天王 台東 :R 王 台東児童公開 1・30-2:00

木 天王台西 浅野谷 3 号公閲 2:10-2・50
23 r'i 山台 柴崎吉 4 号公国 3:10-4:00 

金
10 久寺家 久寺家あけぼの公園 2:00-2:45 

24 っ くし野 東急ショッピングセンタ :袋 3:00-4:00 

水
ず育 {左 者11 H 年 宮古 2:00-2:30 

29 
布佐平和台 布佐南近隣セ ンタ ー 3:00-4・00

白 山 ニ洋~ll:機社宅入口 1:40-2:20 

木
16 
並 木 丸石家具駐車場

30 
2:30-3:00 

iロa、 回 ~ιコ‘ 回 池 尻 /ふ、』、‘ 邸l 3:20-4・00

金
根 戸 根 p 近隣センター 2:00-2:40 

17 
っくし野 *念、ションピングセンタ 誕 3:00-4:00 

そよかtt号(2書館~) 1 周の目程(;~)



1.1 

。今村民之朋様(並木〉から社会福

祉施設整備基金にと喜楽長寿会で

のマジツクショーの収益金5000円

の寄柑がありまし疋。

ザ休日当番医=テレホンサ一
市休日叡急歯潤~IB=休l
1;'市民図書休館 cr

Erつつじ涯休館 .r鳥

『休巴当番医=テレホンサービス

こ需質管制摺=瀞喜善霊安F銅)仙11加
ザつつじ荘休館 ω烏の悟物館休館

『休日当番医=テレホンサービス
ザ休日叙急歯科~g日=休日叙急歯椅診窓所(市民会館内)9:00-竹 :30
~市図書休館 『市民俸育館休館
sつつじ荘休館 ~腐の熔物館休館

世 酒害相談=保健センター9:30~1 1:30
『休日薮急歯科~l!\日=休日毅急歯鞠診療所(市民会館内)9~ト竹 :30
宮市民図書館休館 f 市民体育館休館 臼ー烏の博物館休館

町田健当番医=テレホンサービス
ぽ休日毅急歯科惨費目=休日叙急歯科診療所(市民会館内09:飴-11:泊
町市民図.館休館

r::r~肖資生活相談=市民相談室10:00~15・。。
O" I~\配ごと相鮫=寿市民センタ-9:00~15 ∞
町市民図S館休館 0"烏の縛物館休館 町つつじ荘休館

や職場、学校への道すがら、出会

い、すれちガう人達とあいさつ

を交わしだり、車の運軍中に道

をゆずつ芝りするなど、だれで

もがどこでもできる「さわやか

親切・思いやり運動J です。

皆さんのこ.協力、実践をお願

いします。

=東葛飾地区さわやかハートち

ぱ推進協議会〈東葛飾支庁内)=

番組では、各市長の今年の抱

負や共通テーマ「健康と体力づ

くり」などについて語り合いま

す。

どうぞご覧ください。

~1i史映日時 T月 2日〈木〉午後

5時から 6時

新春特別番組

東葛五市長、新春に語る

.....:Q:通事故相鮫=市民相談室10:00~15・00
a-Ie，¥配ごと相銭=保健センタ-9:0か寸5:00
宮市民図苔館休館 。一つつじ遊休館 『烏の1専物館休館

。r日曜当番医=テレホンサービス
0-休日鵬酬~蜜日=体日銀急制調所(而民会制)9:∞-11:30

ぽ休日当蓄医=テレホンサービス
『休B教急歯利診療日=休日貌急歯潤診療所(市民会留内)9:節、11:却
町市民国.館休館つつじを休館

<r年金相続=市民相談室10:00~15:00 
町健康相鮫=つつじ狂竹:00~12:00
町烏の縛物館休館

官法律相談=市民相談室9:∞から先着叩名程度

官法律相絞=市民相談室9:00から先着10名程度
『つつじ荘休館

1992. 

トちば

千葉テレビ

町消貫生活相鮫=市民相談室10:0か叶5:00

町不動産相談=市民相談室10:00~15:00
crr健康相談=つつじ正引O:OO~竹 :30

。，登記相談=市民相談室10:00~12:00

I~ じめよう

宮市役所閉庁(一部の施設|ま除く〉

さわやか八一
微笑みから、

「さわやかハートちぱJは、県

民 T人ひとりが干葉県を訪れる

人々を温かく迎え、まだ、私芝ち

県民もお互いガl白ゆ定かにふれ

あい、素晴らしい r"ふるさと干

葉」を創りだしていこうとする

県民運動です。

この運動は、特別の形式を持

つだり、特定の行動を求めるの

ではなく、例えば笛朝家族の閏

大井市長はじめ、流山市、柏

市、野田市、松戸市の市長ガ一堂

に会し、各市での政策を諮る

r'92東葛五市長新春に語るJ

ガパ月2日(木〉、平葉テレビ政

送(UHF46チャンネル〉で政映

されます。

~ee.. 
¥/市民の万〈匿名〉から緑の基金|こ

とT万8160円の寄{すがありまし定。

。荒井表具j苫様〈天王台〉から老人

福祉センターつつじ荘にと電機マ

ッサージ機の寄贈ガありましだ。

金

木

水

木

Jl([])金

土

火

11土

@ 

@ 

月

14火

16木

12@ 

1~ 月

15 @ 

2 

3 

4 

8 

巧

d

戸

hu

9 

5 

/
P
V

誠一一一…………
纏

|家麟人ダブルス卓球大会l
b日時 2月 4日〈火〉午前9時受

甘く市民体青館〉

砂対象市内在住の家庭婦人

b種目 ダブルス(リグ戦後ト

ーナメント〉、参加賀T組1000円

炉申し込み・問い合わせ 1月17

日(金、1J)¥¥着〉までに、現金書留で住

所、氏名、電話番号、所属名を明記

し参加賀を添えて並木5の2の9

池田香代子宮(83)2444ヘ

国国園通
|パソコン講座生l
'日程 T月23日から2月20日の

岳週木曜、午後6時30分から9時
帳場所中央学院大学123教室

砂定員若干名 〈商工業者および

その従業者を優先とし、定員に満

疋ない場合は18歳以上の方も受{寸〉

砂内容 BASICプログラミング

惨受講料新規8000円(テキスト、

フロッピー代含む〉、継続5000円

惨申し込み・問い合わせ 1月 6

日(月〉から10日〈金〉までに電話で

商工観光課fi(85)竹竹内線505ヘ

|産・育休補助教員|
県教育庁東葛飾地方出張所で

は、管内の小・中学棋の産-奇休箱

勘教員等を募集しています。

砂臓種講師、議震教諭、授師(栄

養士〉、 主事〈事務〉

惨資格各職種の免許状所育者、

主事については高校卒業者

砂申し込み・問い合わせ県教育

庁東葛飾地方出張所管理課〈松戸

市小根本7)fi0473(61)2124ヘ

画団副圃
|都市計画公園変更案の縦覧|
都市計画公園の変更案の縦覧を

次のとおり行います。

惨名初l ①和田町公園、長丁西公

園、丑高公園〈し1ずれも布佐のT部

の区域払②北柏ふるさと公園

~縦覧期間 1 !弓8日から22日

炉縦覧窃所・問い合わせ公園緑

地課

練習場所の*の印は、場所が確保され芝場合に限ります。

合唱団名 練習場所 練習日・時間 連〈代絡表者先〉
牽 笛 *湖北台市民センター 包週火曜日 .dM10 :∞-12: (氾 'JI綜 88-3373

あぴこエコーズ 高橋パレ工スタジオ 毎週月曜日刷10:OO~剛12: 30 選康 84-8267

あびこ児童合唱団 和田鈎稚園 毎週金曜日 京学塁間3舘ごi部 新井 89-4571

我孫子市民合唱団 z薬品霊童EE£JZ二 護 j-4 ・ 3吉瞬間~:8仁~J8 津田 84-7965

フコンサンプル・レオーネ 慈純保育園 毎週工陸自 PM8 : 0か~10 : 00 相野 87-3285

ヴ イ ク セ ン ズ *湖北台市民センター 毎週木曜日刈10: 00~12 : 00 小称 88一回64

固 軍吉 木 馬 又*天は王台な北か近よ隣しせ、保ノ育ヲ室 毎週主曜日刷9:30~12: 00 i申句 82-8435

コ jレ て ガ 中央公民館 第2. 4金曜日附1: 0か~3: 00 青野 88-7743

し お さ し1 島駅fり健三 3%5 毎週水曜日制問 ・∞~5: ∞ 西 村 84-6858

シャつァイング・フォツクス 湖北台10丁目自治会館 霊;・3・3吉鹿目 附6:00~8 ・ 30 片 怠 87-1377

少年少女合唱団・コーフス「繍」 右草創稚園 毎週日曜日刷9: 15~10 : 30 藤田 87-1252

女声戸ンサンプル蒼 受号害警不季号言 喜遺書躍昌制r 部二~:1ら議声〉 大内 34-4720

女声合唱団「道J 柴崎裕社参集殿 包週月曜日刷10:OO~削12: 30 湊 82-9646 

女声合唱団 LaMere 和田鈎稚園 毎週木曜日 .ðM10 ・ OO~附1 : 40 藤沼 89-1052

女声合唱団「口一レフイJ 新木野青年館 毎週木曜日 .dM10 : 0か叶2:00 小林 87-1765

シルバーエコーズ 海 f公学民1SS 第2・4月曜日 AM10 : (氾-12:00 久保田 82-7231

長寿大学コーフスクフブ 市民会館大会議室 第 2 ・ 4 水曜日刷9:5か~12 : 00 荻村 84-6437

平代田混声合唱団 ヂひ字 事刀三 Eり3 斤鈎ミ ー権ー J箇[， 重 j ・ 9 ・ 3 里髄服部二~:部 ;S;(~I!ijW誠司2

布 佐 ポ ピ ズ to i'ñ ~WJl号r t?~9 図 毎週火曜日 .ðM10 ・ ∞~12 : 00 岩沼 89-0145

ブリムフ ・コーフス 中央公民館 毎週水曜白州10:∞~12 : (氾 安康 87-2616

νっしょに歌νませんか=育唱団員募集=

一一、=。-d努

塁l
新春恒例の消防出初式を行いま

す。 当日は昨年結成され疋婦人防

火クラブも参加予定。各種訓練の

成果ガ綴露されます。ご覧下さい。

砂日時 T月11日(土〉午前9時

惨場所 湖北台中央公園〈雨天の

場合は市民会館〉

炉問い合わせ消防本部

|あびこ子ども劇場|
「龍の子太郎JI
砂日時 1月18日〈土〉午後4時間

演〈市民会館〉

砂入場料 3900円(会員無料、入会

受目中〉

炉問い合わせ同劇場合(88)9078

(月~金曜、午前10時~午後3時〉

|新春我孫子将棋大会|
惨日時 1月 3日(金〉、15日〈祝〉、

26日(巴〉午前10時から

帳場所金子卓球場〈市役所近く〉

惨参加費 1500円〈昼食旬〉

炉問い合わせ金子宮(82)3394

み

井上陸美ちゃん
(白山・ 1歳 4か月)

平成3年12月1日現在 本世帯数39，766世帯
人口121.953人 男61.185人女60，768人
.市役所本庁 85一竹竹 .市民図書館本館84一竹10 湖北台
・つくし野支所 84-8801 分館87-3055 布佐分館89-1311
・湖北台支所 88-0828 移動図密館 87-0909
・湖北支所 88-2111 ・都市改造事務所 目-1171
・布佐支所 89-2358 ・身体障害者福祉センター 88-0141
.教育委員会 85ー竹51 ・あらさ図 88-4188
・水道局 84-0111 ・つつじを 88-0123
.消 防 署 84-0119 ・生活環涜課(浄化槽)87-2379
・少年センター 84-1900 ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
.保健センター 87-1131 ・布佐南近隣センター 89-3740
・市民会館 84-33刊 ・天王台北近隣センター 82-9988
・中央公民館 82-0515 ・根戸近隣センター 83-5363
・鳥の博物館 85-2212 ・市民センター寿83-7722 湖北
・市民体育館 87一竹55 台88-9927 布佐89一竹田

初出

ム 、

防|塑

炉問日 T月15日(祝〉

炉著書所 市民会館ホール

炉受付 午前10時30分から刊時

(式典午前竹時から午後 O時30分〉

砂薮当者田和46年4月 2白から

47主主4月 T日ぎでに生まれ芝万

※E亥当する万!こは通知しまし芝

ガ、 7月 8日ぎで!こ届かない場合

l志、 社会教育課社会教育係fi(85)

1151へお問い合わせください。

当日は、市内小中学絞卒業時の

担任の先生方ガ出席される予定で

す。き安定、参加者には記念日として

戸ルパムを用意していぎす。

白山
司
-

我孫子合唱連盟

かんだ たかゆき

神田崇行くん
(中峠・ l歳 6か月)

第820号
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一一、=
楚
人
冠
は
、
我
孫
子
に
居
を
構

え
る
に
つ
い
て
は
一
抹
の
不
安
を
、

当
初
抱
い
て
い
ま
し
た
。

M
年
間
住
ん
だ
大
森
は
田
悶
と

は
い
っ
て
も
や
は
り
都
会
で
あ
り
、

ほ
ん
と
う
の
凹
舎
に
住
む
の
と
は

大
追
い
だ
か
ら
で
す
。

で
も
、
建
人
冠
の
そ
の
危
倶
を

つ

い

す

み

か

一
掃
さ
せ
、
終
の
住
処
に
ま
で
さ

せ
た
の
は
、
我
孫
子
の
風
土
と
、
そ

。.
。勾(5) 1992. 

こ
に
育
く
ま
れ
た
人
々
と
人
情
で

し
た
。「
思
ひ
切
っ
て
来
て
見
る
と
、
人

気
も
悪
し
か
ら
ず
、
気
候
も
寒
か

ら
ず
:
・
。
母
も
妻
も
今
ま
で
住
ん

で
ゐ
た
大
森
の
地
の
上
す
べ
り
の

附
合
と
追
っ
て
、
何
処
か
に
敦
朴

な
所
が
あ
る
の
に
立
を
安
ん
じ

て
、
い
っ
そ
気
楽
な
と
喜
ん
で
ゐ

る
し
と
、
「
湖
畔
吟
」
に
記
し
て
い

ハクセイ屋のある通り

'"く'"、提燈屋の剥製といっても、提燈屋を量IJ

製にしたのではない。提燈屋の親父が減

法器用な男で、、この辺に鳥の多いのを利

用して、盛に量IJ製をこしらえては東京へ

売りに出してゐるのである。 <rはくせい
屋」より〉 --"什ー‘

模
型
と
し
て
売
っ
て
い
ま

す
。
埴
輸
の
完
全
な
イ
ミ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
一
揃
い

い
く
ら
と
正
札
を
つ
け
て

売
っ
て
い
る
の
は
恐
ら
く

日
本
中
に
あ
る
ま
い
と
楚

人
冠
は
言
っ
て
い
ま
す
。

「
海
鼠
」
を
知
ら
な
い
湖

畔
吟
社
の
面
々
|
|
娯
楽

の
何
も
な
い
こ
の
地
に
、

一
つ
娯
楽
を
と
、
楚
人
冠

が
創
っ
た
俳
句
会
の
会
員

t
リ

j

v

た
ち
。
駅
員
、
会
社
員
、
自

転
車
屋
、
八
百
屋
、
茶
っ
葉
屋
、
画

家、

詩
人、

青
年
団
長
等
々
。
素
人

ば
か
り
だ
し
、
田
舎
の
こ
と
だ
か

な
る
こ

ら
分
り
易
い
題
を
と
「
鳴
子
」
を
あ

げ
る
と
知
り
ま
せ
ん
。
「
海
鼠
」
も
知

た
に
し

り
ま
せ
ん
。
「
田
螺
」
も
知
ら
な
い

は
つ
う
ヱ

人
が
多
く
、
「
初
午
」
の
お
祭
り
も

し
な
い
な
ど
と
、
楚
人
冠
を
四
苦

八
苦
さ
せ
た
面
々
で
す
。

村
の
医
者
|
|
呼
び
に
行
け
ば

真
夜
中
で
も
自
転
車
で
釆
て
く
れ

車
代
も
と
り
ま
せ
ん
。
少
し
性
質

の
悪
い
病
気
だ
と
見
た
ら
、
見
栄

を
張
ら
ず
専
門
医
に
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
「
湖
畔
吟
」
の
中
に
楚

人
冠
の
眼
に
新
鮮
に
う
つ
っ
た

様
々
な
村
人
達
が
登
場
し
て
い
ま

す
。
何
人
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

提
佐
屋
の
は
く
せ
い
屋
|
|
手

先
の
器
用
な
、
本
業
が
提
燈
屋
の

主
人
。
こ
の
辺
り
の
珍
ら
し
い
烏

を
は
く
せ
い
に
し
て
束
京
に
売
り

出
し
て
い
ま
す
。
楚
人
冠
の
友
人

も
買
っ
て
い
ま
す
。
烏
を
捕
え
て

も
っ
て
い
く
と
、
肉
を
そ
っ
く
り

抜
き
取
っ
て
持
主
に
返
し
、
羽
の

つ
い
た
皮
だ
け
を
却
銭
く
ら
い
で

買
い
取
っ
て
、
は
く
せ
い
に
し
ま

す
。
中
身
は
い
ら
ず
外
側
だ
け
を

必
要
と
す
る
の
は
、
い
か
に
も
堤

燈
屋
の
技
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

瀬
戸
物
屋
の
埴
輪
屋
|
|
勘
兵

衛
さ
ん
と
い
い
ま
す
。
手
賀
沼
界

隈
か
ら
発
掘
さ
れ
る
古
土
器
の
イ

ミ
一
ア
シ
ョ
ン
を
作
る
名
人
。
独

特
の
製
作
法
で
特
許
を
と
り
、
一

つ
一
つ
に
刻
印
を
打
ち
、
教
育
用

と
い
い
、
博
士
が
来
た
ら
、
思
師
の

よ
う
に
そ
の
指
示
に
従
う
の
で
、

病
人
の
手
当
て
で
手
遅
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
子
供
が
中
耳
炎
で
東
京

に
入
院
す
る
時
は
、
一
緒
に
付
添

っ
て
く
れ
、
料
金
も
請
求
し
ま
せ

ん
。
こ
の
村
は
医
者
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
胸
を
張
っ
て
い
ま
す
。

見
知
り
合
い
の
人
々
|
|
知
る

知
ら
な
い
に
関
係
な
く
「
お
早
う
」

と
言
い
交
わ
す
。
小
銭
の
持
ち
合

わ
せ
が
な
い
時
で
も
快
く
「
お
持

ち
な
さ
い
」
と
い
う
煙
草
屋
。
俄
間

に
あ
う
と
傘
と
提
燈
を
貸
し
て
く

れ
る
駅
前
の
人
々
。
買
お
う
と
し

た
薬
が
な
い
と
、
東
京
か
ら
取
り

寄
せ
て
く
れ
る
薬
屋
等
々
。

人
情
の
薄
き
こ
と
紙
の
如
し
と

い
え
る
昨
今
。
「
湖
畔
吟
」
に
登
場

す
る
人
々
の
こ
こ
ろ
の
暖
か
い
こ

と
。
楚
人
冠
は
「
湖
畔
吟
L

の
中
で

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
村
を
挙
げ
て
互
い
に
み
な
顔

を
見
知
り
合
っ
て
る
と
こ
ろ
に
、

初
め
て
ほ
ん
た
う
の
自
治
が
あ

り
、
生
活
が
あ
る
」
と
。
単
純
、
明

快、

真
言
で
す
。

司.、

楚
人
冠
は
、
村
居
口
年
を
振
り

返
り
、
「
平
和
な
安
楽
な
生
活
で
あ

っ
た
」
と
「
湖
畔
吟
」
の
中
で
述
懐

し
て
い
ま
す
。
(
昭
和
叩
年
)

一方、

白
馬
城
の
上
流
紳
士
と

村
人
で
は
、
生
活
様
式
も
「
階
層
」

も
隔
た
り
が
大
き
く
、
「
湖
畔
吟
」

に
そ
の
差
異
を
意
識
し
た
発
言
も

み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
発
言
の
中
か
ら
、

村
人
が
ど
う
楚
人
冠
を
み
て
い
た

の
か
、
村
人
に
ど
う
見
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
の
か
、
銃
像
と
し
て
捉

え
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
を
、
楚

人
冠
流
に
、
シ
ニ
カ
ル
に
、
幾
つ
か

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

楚
人
冠
は
、
大
正
末
す
で
に
、
有

楽
町
ま
で
約
2
時
間
前
後
を
か
け

て
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
「
コ
ミ
ユ

l
タ
l
(通
勤
者
)
の
な
や
み
」
の

話
の
中
で
、
定
期
乗
車
券
を
忘
れ

旧
我
孫
子
宿
名
主
、
小
熊
家
。
こ
こ
で
、
毎

月
第
2
土
曜
日
の
夜
、
楚
人
冠
を
囲
み
「
湖
畔

吟
社
」
の
句
会
が
開
か
れ
た
。

て
運
悪
く
?
検
札
が
あ
っ
て
少
し

も
め
た
時
の
こ
と
を
、

「
さ
て
、
い
よ
い
よ
我
孫
子
に
着

い
て
、
通
り
合
わ
せ
た
駅
員
に
こ

の
事
情
を
話
し
た
ら
、
こ
の
人
冗

談
半
分
に
車
中
で
検
札
に
き
た
車

掌
を
捕
へ
て
『
こ
の
有
名
な
人
を

知
ら
ぬ
奴
が
あ
る
か
』
と
き
め
つ

け
た
の
で
、
車
掌
は
極
り
の
悪
さ

う
な
顔
を
し
て
、
急
に
私
に
あ
や

ま
っ
た
。
あ
や
ま
ら
れ
た
私
の
方

が
、
ど
れ
ほ
ど
極
り
が
悪
か
っ
た

か
知
れ
な
い
。
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
の
停
車
場
で
、
定
期
券

を
忘
れ
た
ば
か
り
に
、
「
有
名
人
」

の
楚
人
冠
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
や
ま

ら
な
く
て
も
よ
い
の
に
あ
や
ま
り
、

あ
や
ま
ら
れ
な
く
て
よ
い
の
に
あ

や
ま
ら
れ
る
、
互
い
に
極
り
の
悪

い
事
態
?
が
生
じ
た
の
で
す
。

ま
た
村
の
生
活
を
始
め
て
間
も

な
く
、
彼
は
、
村
人
に
慈
悲
善
根
を

施
そ
、
っ
と
し
ま
し
た
。

「
そ
の
手
始
め
に
社
の
同
情
週

放浪の画家、山下清の描いた我孫

子駅風景。山下清は戦前から我孫子

に時々立ち寄っていた。

聞
に
倣
っ
て
、
村
の
貧
民
を
一
つ

賑
は
し
て
や
ら
う
と
考
へ
た
。
貧

乏
で
、
病
身
で
、
家
内
が
大
勢
で
、

ど
う
に
も
年
の
暮
が
越
せ
な
い
と

い
ふ
や
う
な
者
が
あ
っ
た
ら
知
ら

せ
て
く
れ
と
、
出
入
の
者
に
頼
ん

で
お
い
た
」
の
で
す
。
し
か
し
、
楚

人
冠
の
窓
に
反
し
何
の
応
答
も
な

く
流
行
に
乗
っ
た
楚
人
冠
の
慈
善

事
業
は
見
事
な
空
振
り
に
お
わ
り

ま
す
。「
こ
の
村
に
は
、
た
い
し
た
金
持

ち
も
ゐ
な
い
代
り
に
、
年
も
越
せ

な
い
や
う
な
貧
乏
人
は
一
人
も
ゐ

な
い
。
近
所
の
者
か
親
類
の

者
か
ず
寄
っ
て
か
、
っ
て
助

け
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

二
十
マ
イ
ル
さ
き
の
東
京

に
吹
い
て
ゐ
る
、
せ
ち
辛
い

浮
世
の
風
は
、
ま
だ
此
処
ま

で
吹
い
て
米
な
い
」
と
語
り

な
が
ら
、

事
情
を
知
ら
ず
い

い
気
に
な
っ
て
慈
善
に
走
っ
た
軽

率
さ
を
自
戒
し
て
い
ま
す
。

「
な
ま
け
も
の
」
で
は
、
「
年
も

越
せ
な
い
や
う
な
貧
乏
人
が
一
人

も
ゐ
な
い
位
だ
か
ら
、
こ
の
辺
は

よ
く
よ
く
暮
し
易
い
と
こ
ろ
に
相

違
な
い
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
な
ま

け
も
の
が
多
い
」
と
辛
練
で
す
。

「
こ
の
雨
の
降
る
の
に
お
出
か
け

で
す
か
」
と
不
思
議
が
る
村
人
の

挨
拶
に
、
雨
の
日
に
も
出
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
楚
人
冠
は
ぷ
然
と

し
た
の
で
し
ょ
う
。
「
な
る
程
、
こ

の
土
地
で
は
百
姓
か
、
土
方
か
、
植

木
屋
か
、
左
官
か
、
戸
外
で
仕
事
す

る
も
の
ば
か
り
と
言
っ
て
も
い
h

位
だ
か
ら
、
雨
が
降
り
さ
へ
す
れ

ば
休
む
も
の
と
定
め
て
あ
る
」
と
、

一
人
合
点
の
解
釈
な
が
ら
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
追
い
を
認
め
て
い
ま

す。
村
の
日
常
に
た
じ
た
じ
の
楚
人

冠
で
す
が
、
そ
こ
は
百
戦
錬
磨
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
「
し
か
し
、
な

ま
け
も
の
と
い
ふ
は
概
し
て
正
直

者
だ
。
分
に
安
じ
て
些
万
野
心
を

蔵
せ
ぬ
仏
様
の
や
う
な
も
の
が
、

兎
角
な
ま
け
も
の
に
多
い
」
と
結

ん
で
、
と
か
く
働
き
も
の
万
能
の

世
相
へ
皮
肉
を
込
め
切
り
返
し
て

い
ま
す
。

大正時代の我孫子駅前と桜

停車場前の大通に桜が三十本ばか

りあるが、これに天狗の巣がついて

年々ふえてゆく。花はだんだん咲か

なくなるし、すておけば枯れるかも

知れない。 <r天狗の巣」より〉



(6) 

論
の
前
身
で
あ
る
「
反
省
会
雑
誌
」

の
編
集
に
つ
き
、
当
時
の
「
宗
教
」

「
仏
教
」
誌
に
も
仏
教
に
関
す
る

記
事
を
掲
載
と
精
力
的
に
活
躍
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
鎌
倉
円
党
寺

続
燈
寮
へ
参
禅
し
、
同
門
に
い
た

鈴
木
貞
太
郎
(
大
拙
)
に
出
会
い
、

心
の
通
う
終
生
の
友
と
な
り
ま
し

た
。
却
年
、
健
康
を
害
し
て
和
歌
山

に
帰
る
傍
、
京
都
本
願
寺
文
学
寮

長
の
推
薦
で
英
語
の
指
導
に
あ
た

り
ま
す
が
、
寄
宿
生
の
夜
間
外
出

を
認
め
て
寮
長
め
不
興
を
買
い
辞

任
。
と
も
か
く
文
字
通
り
「
直
情
径

行
」
で
出
入
り
の
激
し
い
足
取
り

で
す
。初
年
、
正
則
英
学
校
の
教
師
。
ロ

年
、
卒
業
し
た
自
由
神
学
校
の
校

長
マ
コ

l
レ
の
紹
介
で
、
米
国
大

使
館
に
採
用
さ
れ
、
翻
訳
・通
訳
に

従
事
し
、
初
年
に
退
職
し
ま
す
。

こ
の
間
幻
年
、
お
歳
で
蘭
と
結

婚
、
お
年
に
は
、
片
山
潜
、
幸
徳
秋

水
ら
に
よ
っ
て
、
設
立
さ
れ
た
社

会
主
義
協
会
の
会
員
と
な
り
ま

す。
後
年
、
平
民
新
聞
に
載
せ
た
「
余

は
如
何
に
し
て
社
会
、
主
義
者
と
な

り
し
ゃ
」
や
「
七
花
川
部
」
の
中
で

も
、
少
年
、
青
年
時
代
の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
笑
に
よ
く
そ

の
時
代
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
身
に
つ

け
た
抜
群
の
英
語
力
、
仏
教
思
想
、

さ
ら
に
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
方
は
、

そ
の
後
の
楚
人
冠
と
い
う
人
を
創

り
あ
げ
る
、
?
え
で
大
き
な
礎
石
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ

す
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
天

性
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
枯
神
は
芽

ば
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

四
年
、
初
代
文
部
大
臣
森
有
礼

は
国
家
中
心
の
教
育
目
的
の
も
と

に
学
校
令
を
制
定
、
中
学
校
令
も

成
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
楚
人
冠
は

こ
れ
に
強
く
異
議
を
唱
え
て
学
校

長
と
対
立
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行

し
、
退
学
届
を
提
出
し
ま
す
。

初
年
、
日
歳
で
上
京
札
一
岬
央
大

学
の
前
身
で
あ
る
「
英
吉
利
法
律

学
校
」
に
入
学
。
入
学
し
た
も
の
の

法
律
と
い
う
も
の
が
も
と
も
と
不

向
き
な
こ
と
を
知
り
退
学
。
そ
の

頃
、
同
じ
下
宿
で
中
学
の
先
挫
の

古
河
老
川
(
仏
教
運
動
家
)
に
出
会

い
大
き
な
影
特
を
受
け
て
宗
教
家

を
志
し
ま
す
。
幻
年
、
古
河
の
学
ん

で
い
た
「
国
民
英
学
会
」
に
入
学
し

ま
す
。
リ
ベ
ラ
ル
な
校
風
が
楚
人

冠
の
性
に
合
っ
た
の
か
お
年
に
卒

業。

μ
年
、
病
気
静
養
の
た
め
郷
里

の
和
歌
山
に
帰
省
。

翌
年
「
和
歌
山
新
報
」
に
招
か
れ

編
集
長
に
な
り
ま
す
が
、
彼
の

3

く
報
道
や
批
判
は
辛
ら
つ
を
極

め
、
社
長
と
衝
突
し
て
お
年
に
退

社
。
こ
の
年
上
京
し
て
、
三
田
の

「
自
由
神
学
校
」
に
入
学
。
幼
年
卒

業。

楚
人
冠
の
処
女
出
版
寸
七
花
八
裂
L

の
冒
頭
に
「
姓
は
杉
村
、
名
は
広
太
郎

:
:
:
明
治
五
年
七
月
二
十
五
日
に
生
る
。
:
:
:
医
を
志
し
て
遂
げ
ず
、
法
を
学

ん
で
得
す
。
政
治
経
済
を
修
め
て
達
せ
ず
、
文
学
宗
教
を
究
め
ん
と
し
て
其
の

業
を
卒
へ
ず
、
学
校
に
入
る
も
の
前
後
十
八
、
其
中
辛
<
所
定
の
学
課
を
卒
へ

だ
る
も
の
僅
に
一
。
新
聞
記
者
と
な
り
、
又
記
者
と
な
る
。
:
:
:
く
は
し
く
は

郵
便
切
手
封
人
に
て
尋
ね
合
す
べ
し
。
」
と
あ
る
の
は
本
人
の
記
す
略
伝
。
そ
れ

は
明
治
制
年
ま
で
の
彼
の
人
生
の
足
跡
。
こ
こ
で
は
他
界
し
定
昭
和
泊
年
ま
で

を
未
定
稿
な
が
ら
紹
介
。
郵
便
切
手
封
人
に
て
の
尋
ね
合
せ
は
ご
無
用
の
事
/

，、
の
道
と
新
聞

1992. 

楚
人
冠
が
東
京
朝
日
新
聞
に
入

社
し
た
の
は
明
治
話
年
日
月
、
出

歳
の
時
で
し
た
。
入
社
し
た
楚
人

冠
の
最
初
の
仕
事
は
、
各
国
公
使

館
を
中
心
に
し
た
取
材
、
英
字
新

聞
・
雑
誌
の
翻
訳
な
ど
。
翌
年
日
露

戦
争
が
始
ま
り
、
従
箪
し
た
外
電

係
の
空
席
を
埋
め
る
た
め
、
休
日

し
れ
つ

な
し
の
織
烈
な
仕
事
が
続
い
た
と

い
い
ま
す
。

明
治
犯
年
、
東
北
地
方
は
大
き

な
冷
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
楚
人
冠
の

正
義
感
と
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
お
り
、
読
者
に

強
烈
な
印
象
を
与
、
え
ま
し
た
。
連

載
が
始
ま
る
や
全
国
か
ら
義
援
金

が
集
ま
り
、
政
府
も
特
別
措
置
を

急
が
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
今
そ
の

「雪
の
凶
作
地
」

を
読
む
者
に
も
戦
勝
に
よ

っ
て
世

界
帝
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
大
日

本
帝
国
の
実
体
が
、
そ
の
圏
内
に

お
い
て
ど
ん
な
悲
惨
な
状
態
で
あ

っ
た
か
を
知
ら
さ
れ
慌
然
と
し
ま

す
。
の
ち
に
柳
田
園
男
が
楚
人
冠

を
「
無
意
識
な
る
歴
史
家
」
と
評
し

た
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
す
。

そ
の
年
の

6
月
に
は
楚
人
冠
は

軒
乞
返
す
よ
う
に
日
露
戦
の
戦
跡

視
察
の
た
め
、
満
韓
視
察
旅
行
聞

を
引
率
し
て
い
ま
す
。
翌
刊
年
に

は
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
と
な
り
、
そ

の
記
事
「
大
英
悦
記
」
は
楚
人
冠
の

鑑
名
を
一
昭
向
め
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
時
代
に

朝日新聞調査部所蔵の「ア

サヒグラフ」倉IJ刊号(大正 12

年)。年月を経た表紙の破れ目

から偶然にも楚人冠の随筆

「チビフテJ が見える。

編
集
、
講
演
、
取
材
旅
行
、
パ

ー
テ
ィ
ー
と
活
躍
す
る
壮
年
の
楚

人
冠
の
ス
ケ
ッ
チ
。
(
河
合
英
忠

菌
、
「
楚
人
冠
全
集
」
|
巻
よ
り
)

本
仰
の
参
考
文
献

『三
代
言
論
人
集
』
『近
代
文
学
研
究
殻
杏

幻
巻
ほ
か

の

は
近
代
新
聞
の
在
り
方
に
つ
い
て

深
く
啓
発
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
続
い
て
叫
年
に
は
世

界
一
周
旅
行
を
企
画
・

実
現
さ
せ
、

ま
た
り
年
に
は
白
瀬
中
尉
の
南
極

探
検
を
後
援
し
て
い
ま
す
。

明
治
判
年

6
月
、
朝
日
新
聞
社

に
索
引
部
を
創
設
、
同
日
月
に
は

調
査
部
を
設
置
、
初
代
調
査
部
長

と
な
る
一
方
、
社
会
部
次
長
も
兼

任
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
部
創
設

に
関
し
て
楚
人
冠
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
ま
す
。

「調
査
部
が
、
初
め
て
東
京
朝
日

新
聞
の
中
に
出
来
た
時
は
、
社
内

噸
笑
の
的
と
な
っ
た
。
全
体
調
査

部
は
何
を
し
て
ゐ
る
。
三
人
も
四

人
も
か
か
っ
て
新
聞
を
切
り
抜
い

て
何
に
な
る
。
あ
ん
な
ひ
ま
つ
よ

し
の
事
を
す
る
位
な
ら
、
も
っ
と

有
用
に
人
聞
を
つ
か
ふ
道
が
い
く

ら
も
あ
る
。
な
ど
と
皆
か
ら
言
は

れ
た
。
:
:
・
私
は
こ
の
調
査
部
に

立
て
簡
る
こ
と
十
有
二
年
に
及
ん

だ
。
:
:
:
私
が
調
査
部
を
退
〈
頃

に
は
、
誰
し
も
調
査
部
の
一
日
も

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
を
認
め
る
よ
う

に
な
っ
て
ゐ
た
。
」

同
年
に
は
越
後
地

方
を
く
ま
な
く
探
訪

し
て
い
ま
す
。
こ
の

当
時
楚
人
冠
は
我
孫

子
に
別
荘
を
も
と

め
、
大
正
初
め
に
か

け
て
ひ
と
ま
ず
小
山

荘
を
榔
え
た
の
で
す
。

大
正

3
年

(1
9
1
4
)
の
第

1

次
世
界
大
戦
に
際
し
て
は
、
我
孫

子
か
ら
急
挫
ロ
ン
ド
ン
に
旅
立
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
た
び
た
び
の
海
外
派

迫
員
を
歴
任
、
大
正

8
年
に
は
朝

日
の
監
査
役
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
年
同
紙
の
縮
刷
版
を
発

行
。
大
正
日
年
に
は
グ
ラ
フ
ィ

ッ

ク
を
創
刊
。
翌
年
グ
ラ
フ
局
長
、

日

年
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
主
幹
。
こ
の
年

審
査
部
を
創
設
。
そ
の
社
説
で
「
威

力
の
大
き
い
武
器
を
擁
す
る
者
は

殊
に
自
ら
之
を
恨
む
の
要
が
あ

る
」
と
他
社
に
先
ん
じ
て
審
査
部

を
設
け
た
理
由
を
述
べ
て
い
ま

す。
西
洋
新
聞
界
か
ら
知
識
を
吸
収

し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
抜
群
の
創

意
の
オ
で
朝
日
新
聞
の
発
展
に
寄

与
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
夏
目
撒

石
、
二
葉
苧
四
迷
、
柳
田
間
男
、
南

方
熊
楠
な
ど
多
彩
な
人
々
と
交
遊

関
係
を
持
ち
、
石
川
啄
木
を
「
朝
日

歌
担
」
の
選
者
と
し
、
長
塚
節
「
土
」

を
評
価
し
た
の
も
楚
人
冠
で
し
た
。

家
庭
生
活
の
上
で
は

7
男
1
女

を
も
う
け
て
い
ま
す
が
、
長
女
を

明
治
位
年
に
、
長
男
を
大
正
日
年

に、

2
・
3
男
を
大
正
ロ
年
の
震
災

で
亡
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
て

続
く
不
幸
か
ら
楚
人
冠
を
し
て
再

び
立
ち
あ
が
る
気
力
を
も
た
ら
し

た
地
こ
そ
、
民
災
後
に
居
宅
を
構

え
た
我
孫
子
の
白
馬
城
だ

っ
た
の

で
す
。

世
間
の
風
は
冷
た
く
人
生
の
荒
波

が
襲
い
、
貧
し
い
暮
ら
し
に
く
わ

え
て
、
母
子
と
も
に
病
弱
で
し
た
。

細
腕
な
が
ら
気
丈
に
針
仕
事
へ

柑
を
出
す
母
に
励
ま
さ
れ
て
幼
児

期
を
送
り
ま
す
。

明
治
日
年
、
和
歌
山
の
雄
小
学

校
に
入
学
。
口
年
、
和
歌
山
中
学
校

に
入
学
。
小
学
時
代
に
は
、
半
紙
を

織
じ
早
く
も
新
聞
を
作
り
目
覚
。

中
学
時
代
に
は
、
大
阪
朝
日
新
聞

を
愛
読
し
た
り
和
歌
山
測
候
所
の

し
ゅ
う
色
ん

宿
直
日
誌
を
ま
ね
て
、
袖
珍
新
聞

を
作
っ
た
り
し
て
い
た
と
い
い
ま

楚
人
冠
は
南
方
が
情
熱
を
注
い

だ
自
然
保
諮
の
立
場
か
ら
の
神
社

会
肥
令
反
対
運
動
を
支
持
し
、
ま

た
南
方
植
物
研
究
所
設
立
の
発
起

人
の
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

楚
人
冠
は
、
明
治

5
年

(1
8
7

2
)、
和
歌
山
市
で
出
生
。
本
名
広

太
郎
。
旧
務
士
で
あ
っ
た
父
は
楚

人
冠
が
生
ま
れ
る
と
間
も
な
く
病

に
倒
れ
、

7
年
に
他
界
し
ま
し
た
。

時
に
楚
人
冠

3
歳
、
母
お
歳
で
こ

の
年
よ
り
お
年
問
、
母
と
二
人
き

り
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
。

一
家
の
支
柱
を
失
っ
た
母
子
に

柳
田
閲
男
と
比
さ
れ
る
独
創
的

学
者
で
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
先
駆
者

と
し
て
最
近
と
み
に
評
価
の
高
い

南
方
熊
楠
(鶴
見
和
子
吋
南
方
熊
楠

|
|
地
球
志
向
の
比
較
学
』
ほ
か

参
照
)
は
紀
州
の
生
ま
れ
で
、
楚
人

冠
の
郷
土
の
小
中
学
校
の
五
年
先

輩
。
そ
し
て
生
涯
の
友
で
し
た
。
南

方
が
終
生
、
官
僚
へ
示
し
た
抵
抗

精
神
や
仏
教
世
界
へ
の
深
い
関

心
、
そ
し
て
外
国
文
化
へ
の
開
放

志
向
な
ど
楚
人
冠
に
も
共
通
し
た

点
が
多
く
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

一一、=(()-d島

こ
の
間
、
先
の
古

河
老
川
ら
と
と
も
に

仏
教
改
革
運
動
に
奔

走
。
ま
た
在
学
し
な

が
ら
「
国
民
新
聞
」
に

入
り
、
英
文
の
翻
訳

を
、
さ
ら
に
中
央
公

熊楠

企杉村広太郎

現在の朝日新聞調査部。

楚人冠が調査部を新聞社に

創設して80年。楚人冠発案
の縮刷版を前にするのは初

代楚人冠部長から数えて第

40代目の現調査部長。

企南方
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地楚
人
冠
の
物
の
見
方
、
考
、
ぇ
方

の
根
底
に
は
「
人
道
主
義
に
基
礎

を
置
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
彼
の
思
想
形
成
に
、
何
度

か
の
海
外
生
活
と
そ
こ
で
得
た
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
か
か
わ
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

楚
人
冠
が
外
国
を
訪
れ
た
最
初

の
機
会
は
明
治
却
年

(
1
9
0
6
)

の
満
韓
巡
遊
で
す
が
、
そ
れ
以
前

に
4
年
間
ほ
ど
米
国
公
使
館
に
勤

務
す
る
機
会
が
あ
り
、
西
欧
的
な

行
動
や
モ
ラ
ル
を
学
ぶ
所
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
満
韓
巡

遊
は
朝
日
新
聞
社
に
お
け
る
楚
人

冠
の
海
外
で
の
初
仕
事
で
も
あ
り

ま
し
た
。
日
露
戦
争
の
結
果
わ
が

国
の
勢
力
組
聞
に
入
っ
た
朝
鮮
と

南
満
州
の
現
状
を
視
察
し
、
戦
跡

る
園

一小
ジ
ャ
l

リ
ス
ト

を
弔
う
た
め
に
同
新
聞
社
が
企
画

し
た
も
の
で
、
楚
人
冠
は
巡
遊
船

を
引
率
し
て
、
釜
山
か
ら
仁
川
、
奉

天
、
旅
順
な
ど
を
め
ぐ
る
約

1
か

月
の
旅
を
経
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
大
正
期

に
か
け
て
文
字
通
り
頻
繁
に
海
外

に
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
さ

に
国
際
人
と
し
て
の
面
白
躍
如
と

い
う
感
が
あ
り
ま
し
た
。

満
韓
巡
遊
の
翌
年
の
明
治

ω年

に
は
、
伏
見
宮
貞
愛
親
王
渡
英
の

取
材
の
た
め
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
、
当
時
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
そ
し

て
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
を
経
て
ロ
ン

ド
ン
に
到
り
、
こ
こ
で

2
か
月
に

お
よ
ぶ
滞
在
の
後
、
ブ
リ
ユ
ツ
セ

ル
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
モ

ス
ク
ワ
を
栓
て
帰
国
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
の
紀
行
文
に
『
大
英
瀞

記
』
が
あ
り
ま
す
。
楚
人
冠
の
紀
行

文
は
単
な
る
見
聞
録
に
と
ど
ま
ら

ず
、
む
し
ろ
旅
先
で
出
会
っ
た

人
々
の
省
察
に
主
眼
が
お
か
れ
て

い
ま
す
。
み
ず
か
ら
「
私
は
人
聞
の
出
て

来
な
い
山
水
の
景
色
な
ど
い
ふ
も

の
に
あ
ま
り
興
味
を
持
た
ぬ
も
の

で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

書
く
も
の
は
一
見
シ
ニ
y
ク
で

寸
鉄
人
を
刺
す
趣
で
す
が
、
一
方

ど
こ
か
暖
か
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

日本口ータリアンの草分けでも楚人冠は、

ある。

の
精
神
が
あ
ふ
れ
で
い
る
の
も
う

な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
『
大
英
瀞
記
』
に
収
め
ら

ず
も
よ

3

れ
た
「
随
興
記
」
は
伏
見
宮
歓
迎
に

湧
く
ロ
ン
ド
ン
の
様
子
を
名
文
で

つ
づ
り
本
社
に
書
き
送
っ
た
も
の

で
、
こ
れ
が
朝
日
新
聞
紙
上
に
掲

載
さ
れ
る
と
、
楚
人
冠
の
名
声
は

大
い
に
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。

翌
叫
年
に
は
、
わ
が
国
で
は
じ

め
て
の
世
界
一
周
会
を
企
画
、
日

名
の
会
員
を
率
い
て
ハ
ワ
イ
か
ら

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
を

訪
問
。
そ
の
あ
と
ロ
ン
ド
ン
に
渡

り
西
欧
諸
国
を
巡
遊
。
約
3
か
月

に
わ
た
る
長
旅
で
、
世
界
の
各
地

か
ら
送
っ
た
通
信
は
の
ち
に
『
半

球
周
遊
』
と
い
う
著
書
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
企
画
の
底
に
流
れ
て

い
る
も
の
に
、
新
聞
社
の
サ

l
ヒ

ス
事
業
に
関
す
る
楚
人
冠
の
主
張

が
あ
り
ま
す
。

「
新
聞
社
は
一
個
人
の
持
物
で
は

な
い
。
公
共
の
持
物
で
あ
る
」
「
新

聞
社
に
は
各
般
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

ふ
に
都
合
の
よ
い
各
種
の
便
宜
が

あ
る
」
と
い
う
楚
人
冠
の
認
識
は

当
時
に
お
け
る
卓
見
と
い
う
べ
き

で
し
ょ
う
。

最
初
の
世
界
一
周
会
の
成
功
で

勢
い
を
得
た
朝
日
新
聞
は
り
年
4

月
に
第

2
回
一
周
会
を
企
画
、
楚

人
冠
は
直
接
引
率
に
は
た
ず
さ
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
計
画
立
案

に
参
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
第
1
次
世
界
大
戦
に
際

し
て
ロ
ン
ド
ン
に
派
遣
さ
れ
、
前

戦
で
は
な
く
、
開
戦
中
の
欧
州
の

政
局
や
市
民
生
活
の
実
情
を
取

材
、
当
時
「
そ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

は
前
人
未
踏
の
新
境
地
を
聞
い

た
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
に

多
少
の
増
補
を
施
し
て
『
戦
に
使

し
て
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
に
一
貫
し
て
い
る
も
の

も
ま
た
深
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

精
神
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
何
度
か
海
外
に
出
か

け
て
い
ま
す
が
、
新
聞
人
楚
人
冠

は
海
外
で
の
経
験
を
通
し
て
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
自
ら
を
高
め

る
と
同
時
に
、
人
間
そ
の
も
の
へ

の
省
察
を
も
深
め
て
い
っ
た
の
で

し
た
。

風流で反骨の田園人
そ
れ
ま
で
、
週
末
な
ど
の
休
日

に
利
用
し
て
い
た
別
荘
「
白
馬
城
」

へ
、
関
東
大
震
災
を
契
機
に
大
正

日
年

(
1
9
2
4
)
4
月
に
、
借
地

で
あ
っ
た
東
京
大
森
か
ら
、
一
家

を
あ
げ
て
我
孫
子
に
移
り
住
み
ま

し
た
。昭
和

4
年

(
1
9
2
9
)
朝
日
新

聞
社
で
の
記
者
と
し
て
の
第
一
線

の
活
動
は
、
後
進
に
道
を
ゆ
ず
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
旺
盛
な
執
筆
欲
は
い
さ
さ
か

も
衰
え
を
見
せ
ず
、
の
ち
に
芝
居

と
な
り
上
演
も
さ
れ
た
「
う
る
さ

き
人
々
」
を
昭
和
2
年、

8
月
か
ら

ロ
月
に
か
け
て
「
東
京
朝
日
新
聞
」

に
連
載
。

そ
の
ほ
か
、
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

「
英
語
青
年
」
「
婦
人
の
友
」
「
週
刊

⑤
守
山
主
体
周
遊
』
(
明
治
犯
年
)
は
楚
人
冠
企

画
の
日
本
初
め
て
の
新
聞
社
主
催
の
世
界
一

周
旅
行
ル
ポ
集
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ

ア
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
て
の
大
旅
行
。
@
半
球

上
に
辿
っ
た
旅
行
の
経
路
を
記
す
口
絵
。

朝
日
」
「
中
央
公
論
」
「
改
造
」
な
と

に
時
事
を
論
じ
、
随
筆
を
寄
稿
し

ま
し
た
。

『
湖
畔
吟
』
『続
湖
畔
吟
』『
続
々
湖

畔
吟
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
大
正
日

年
1
月
2
自
の
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

へ
の
執
筆
が
最
初
で
す
。

『
湖
畔
吟
』
と
い
え
ば
、
楚
人
冠
は

「
湖
畔
吟
社
」
と
い
う
、
建
て
前
は

俳
句
を
作
る
同
好
の
志
の
集
ま
り

の
会
|
|
郵
便
局
職
員
も
い
れ

ば
、
自
転
車
屋
、
我
孫
子
駅
職
員
も

い
る
ー
ー
を
通
じ
て
、
地
域
お
こ

し
、
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ

め
た
最
初
の
人
と
い
え
ま
す
。

地
元
の
人
々
と
の
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
湖

畔
吟
』
シ
リ
ー
ズ
、
『
白
馬
城
』
司
抑
制

畔
随
想
』
に
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

我
孫
子
へ
来
て
か
ら
健
康
の
た

め
、
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
ま
し
た
。
文

字
ど
お
り
「
印
の
手
習
い
」
で
す
。

今
、
自
衛
隊
下
総
基
地
が
あ
る
と

こ
ろ
に
、
「
武
蔵
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
藤
ヶ
谷
コ

l
ス
」
(
現
在
の

「
藤
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

と
は
異
な
る
)
。
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
な
か
な
か
良
い
コ

l
ス
だ

っ
た
ら
し
く
、
大
正
日
年
に
楚
人

冠
は
会
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

会
員
に
な
っ
た
の
が
先
で
、
練
習

は
翌
年
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

筆
お
ろ
し
(
?
)
の
ス
コ
ア
が
、

ハ

フ

1
4
7
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
か
ら
、
い
か
に

「
印
の
手
溜
い
」

と
は
い
え
、
運
動
神
経
の
方
は
お

世
辞
に
も
ほ
め
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
初
心
者
な
が
ら
本
人
と

し
て
は
あ
る
程
度
習
熟
し
た
つ
も

り
の
時
分
、
同
じ
ゴ
ル
フ
場
で
パ

1
5
の
ロ
ン
グ
ホ

l
ル
を
お
も
叩

き
ま
し
た
。
自
分
で
も
呆
れ
か
え

っ
た
が
、
仲
間
内
で
、
よ
く
勘
定
が

で
き
た
と
有
名
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

そ
の
後
、
精
進
の
甲
斐
も
多
少

あ
っ
て
、
た
ま
に
は
ワ
ン
ラ
ウ
ン

ド
1
1
0
ぐ
ら
い
で
ま
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
本
人
も
永
年
の
努
力

と
年
功
を
認
め
よ
、
柔
道
の
名
誉

段
位
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
主
張
し
た

と
こ
ろ
、
と
う
と
う
ハ
ン
デ
ィ
幻
に

な
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

楚
人
冠
は
、
実
技
の
方
は
と
も

か
く
、
そ
の
ほ
か
現
在
の
ゴ
ル
フ

場
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
柏
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
、
昭
和

5
年
オ
ー
プ
ン

の
今
の
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

創
立
に
も
関
与
し
ま
し
た
が
、
戦

後
特
に
最
近
の
過
熱
し
た
ゴ
ル
フ

ブ
l
ム
は
予
知
で
き
な
か
っ
た
に

相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の

文
筆
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、
昭

和
ロ
年
1
月
か
ら
「
楚
人
冠
全
集
」

全
日
巻
の
刊
行
が
は
じ
ま
り
、
同

四
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

最
晩
年
期
の
昭
和
同
年
の
太
平

洋
戦
争
以
後
も
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

に
連
載
し
た
「
林
中
放
送
」
な
ど
が

単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
な
ど

筆
力
な
お
さ
か
ん
で
し
た
が
、
同

国
年

6
月
頃
か
ら
時
折
心
臓
発
作

に
お
そ
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た

い
つ
お
そ
っ
て
く
る
か
予
知
で

き
ぬ
病
身
を
か
ば
い
な
が
ら
の
執

筆
活
動
で
し
た
が
、
戦
局
が
不
利

に
な
る
に
し
た
が
い
、
昭
和
四
年

当
時
、
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
に
連
載
中

の
『
松
芦
竹
彫
』
が
、
軍
部
か
ら
「
閑

文
学
」
と
し
て
に
ら
ま
れ
、
止
む
な

く
準
を
折
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

昭
和
初
年

8
月
日
目
、
敗
戦
の

目
。
自
室
で
威
儀
を
正
し
、
。
玉
音

放
送
。
を
聞
い
た
楚
人
冠
は
、
「
こ

れ
で
ホ

y
と
す
る
や
つ
が
ず
い
ぶ

ん
い
る
ん
だ
ろ
う
な
ァ
」
と
一

言

つ
ぶ
や
い
た
そ
う
で
す
が
、
本
人

が
一
番
そ
の
心
境
だ
っ
た
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
約
2
か
月

後
の
叩
月

3
目
、
療
養
中
の
「
白
馬

城
」
で
不
帰
の
客
と
な
り
ま
し
た
。

享
年
乃
歳
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
三
代
に
わ
た

る
一
大
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
生

前
み
ず
か
ら
求
め
て
お
い
た
、
八

柱
霊
園
に
静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

大正121手の関東大震災当時の

上野公園。西郷さんの銅像に尋

ね人のビラが無数に。楚人冠は

震災で2子を失う。

楚人冠の墓(松戸市八往霊園)。

法名は「実智院楚冠秀文目広居

士」。近くに我孫子の別荘の草分

け、嘉納治五郎の墓所がある。



(8) 

竹林は筆庵村川別荘内のもの。楚人冠 「続湖畔吟」 に

は「竹」の題の随筆がある。
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「無意識なる歴史家」

愛人冠をめぐって

我孫子市ゆかりの民俗学者、柳田園男は自身

がすぐれだ歴史家。その柳田をして「無意識」

にしてすで|こ歴史家といわしめ疋楚人冠。その

楚人冠との出会いを名エッセイストとして知ら

れる現代の歴史家ガ回想。そしてこのジャーナ

リストにして「無意識なる歴史家」を地鼠と生

活の視点からみつめた、市民参加の市史づくり

にかかわる一市民の楚人冠論。

。.
。号

そ
れ
は
漆
黒
の
問
夜
だ
っ
た
。

六
十
年
余
の
普
の
こ
と
な
の
で
年

月
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
蛙
の
声

を
聞
い
た
と
か
、
蛍
が
飛
ん
で
い

た
と
い
う
記
憶
も
な
い
。
私
の
山

荘
か
ら
杉
村
邸
へ
の
道
は
江
戸
時

ね

か

み

代
か
ら
の
子
の
神
参
道
を
辿
れ
ば

極
め
て
簡
単
な
わ
け
だ
が
、

子
の

神
境
内
か
ら
先
に
は
昼
間
で
も
気

味
の
わ
る
い
よ
う
な
杉
の
巨
木
の

大
森
林
が
続
く
。
人
家
の
明
り
は

全
然
み
え
な
い
し
、
道

は
途
中
で
切
り
通
し
風

に
な
っ
て
せ
ま
い
回
闘

を
越
し
て
ま
た
坂
を
登

る
と
左
手
が
広
大
な
楚

人
冠
の
「
白
馬
城
」
で
あ

る
。
今
は
舗
装
さ
れ
て

い
る
が
こ
の
切
り
通
し

は
清
水
が
一明く
の
で
晴
れ
た
日
で

も
い
さ
さ
か
難
所
で
あ
っ
た
。
提

灯
で
も
も
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た

が
、
こ
の
夜
の
杉
村
邸
訪
問
は
忘

れ
が
た
い
「
暗
夜
行
路
」
で
あ
っ
た
。

し

ぜ

3

阿川
尺
の
間
に
相
対
し
た
楚
人
冠

さ
ん
の
品
格
の
あ
る
風
貌
に
打
た

れ
た
が
、

一
番
印
象
に
の
こ
る
の

は
着
流
し
の
お
召
し
が
、
青
年
の

す
こ
よ

目
に
も
頗
る
高
価
な
も
の
に
映
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
名
士
と
も
な
れ

ぱ
あ
あ
い
う
消
物
が
普
段
着
な
の

だ
ろ
う
か
。

一
応
ア
y
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

と
っ
て
お
訪
ね
し
た
こ
と
は
先
生

の
応
対
ぷ
り
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

夜
分
の
訪
問
は
先
生
が
昼
間
は
朝

日
新
聞
の
本
社
に
出
勤
さ
れ
て
い

た
た
め
だ
っ
た
。
だ
が
誰
が
こ
の

超
多
忙
の
名
士
に
約
束
を
と
り
つ

け
た
の
か
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
し
、

今
で
は
調
べ
る
す
べ
も
な
い
。

へ
の
連
載
小
説
「
う
る
さ
き
人

」々

(
昭
和
二
年
)
に
つ
づ
き
、
翌
年
に

は
最
初
の
随
筆
集
「
湖
畔
吟
」
が
出

て
楚
人
冠
の
、
た
ん
な
る
新
聞
人

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文
語
の
上

で
の
名
声
も
頂
点
に
達
し
た
と
き

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
高
津
君
の
私
へ
の
依

頼
は
文
芸
と
は
全
く
無
縁
で
新
し

く
で
き
た
我
孫
子
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

の
入
会
申
込
書
を
設
立
委
員
の

一

筆
庵

そ
も
そ
も
こ
の
一
期
一
会
の
機

縁
を
吋
引
っ
て
く
れ
た
の
は
今
は

亡
き
畏
友
高
津
春
鯨
君
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
に
呉
茂
一
先
生
の
ホ
!

?
l
と
ヴ
ァ

l
ジ
ル
の
講
説
に
出

席
し
た
の
が
縁
で
あ
っ
た
。
一

期

一
会
を
昭
和
五
年
と
仮
定
す
る
と

つ
き
合
っ
て
か
ら
ま
だ
三
年
に
も

な
ら
な
い
。
し
か
し
二
人
の
親
愛

の
情
は
急
速
に
深
ま
っ
て
い
た
。

昭
和
五
年
と
い
え
ば
朝
日
新
聞

村
川
堅
太
郎

人
の
楚
人
冠
か
ら
も
ら
っ
て
来
て

く
れ
と
い
、
つ
こ
と
だ
っ
た
。

高
津
君
は
神
戸
の
大
宮
奈
の
二

男
で
多
少
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
面
も

あ
っ
た
が
、
当
時
東
大
言
語
学
科

の
「
三
羽
鳥
」
と
フ
た
わ
れ
た
秀
オ

の

一
人
で
あ
っ
た
。
多
分
別
荘
分

譲
地
の
向
う
三
軒
両
隣
り
を
想
像

し
て
使
い
走
り
を
頼
ん
だ
の
だ
ろ

う
が
、
こ
れ
を
い
や
と
も
言
わ
ず

に
引
き
受
け
た
こ
と
で
一
期
一
会

地
域
と
生
活
と

ャ
!
ナ
リ
ス
ト

ン

第820号

手
賀
沼
と
白
馬
城
を
帳
、
え
て
、

「
華
府
(
ワ
シ
ン
ト
ン
)
の
ポ
ト
マ

ッ
ク
(
川
)
の
流
れ
を
眼
下
に
し
た

マ
ウ
ン
ト
・
パ
ノ
ン

に
初
楠
た

り
」
と、

我
孫
子
を
訪
れ
た
新
聞
界

の
盟
友
徳
富
蘇
峰
、

下
村
梅
雨
、
鈴

木
文
史
朗
た
ち
は
最
高
の
賛
辞
を

呈
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
決
し
て
大
仰
で
な
く
、
楚

人
冠
を
象
徴
す
る
に
い
か
に
も
ふ

さ
わ
し
い
一言
葉
か
と
も
思
わ
れ
ま

す
。楚

人
冠
は
す
ぐ
れ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
持
ち
主
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
一
周

の
企
画
・実
行
を
は
じ
め
、
特
派
員

と
し
て
数
々
の
国
の
生
活
体
験
を

し、

国
際
人
と
し
て
の
感
党
を
充

分
に
備
え
な
が
ら
、
い
っ
ぽ
う
で
、

国
内
の
東
北
地
方
の
冷
害
地
域
や

新
潟
県
下
へ
の
長
期
に
わ
た
る
取

材
調
査
も
行
い
、
そ
の
視
点
の
共

通
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
域
と
人
の

い
と
な
み
へ
の
深
い
関
心
で
し

た
楚
人
冠
は
、
地
域
と
自
分
と
の

か
か
わ
り
を
す
ぐ
に
実
践
に
移
す

と
い
う
生
来
の
旺
盛
な
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
根
性
を
発
揮
し
、
例
え
ば
、

ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
後
す
ぐ
に
タ
イ

ム
ズ
や
テ
イ
リ
1

・
メ
ー
ル
に
投

苦
を
し
、

自
ら
の
立
見
を
堂
々
と

述
べ
て
、
一
躍
知
名
度
を
高
め
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
(
ち
な
み
に
、

日
本
の
新
聞
の
「
投
苫
欄
」
も
楚
人

冠
の
創
設
)
。
こ
れ
は
圏
内
の
東
北

地
方
や
越
後
に
滞
在
し
て
も
、
す

ぐ
に
地
域
の
人
の
回
炉
型
端
に
上

が
り
込
み
、
地
方
の
生
活
を
全
国

に
紹
介
し
な
が
ら
、
同
時
に
中
央

の
文
化
を
地
域
に
伝
、
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
と
同
じ
線
上
に
あ
る
と
み

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

従
っ
て
楚
人
冠
は
、
閉
じ
新
聞

界
の
仲
間
が
、
後
年
社
の
経
営
に

当
る
と
か
、
政
界
に
打
っ
て
出
る

と
い
っ
た
華
や
か
な
立
ち
回
り
に

は
縁
遠
い
人
で
し
た
が
、
い
ま
に

掛
る
数
々
の
仕
事
の
着
眼
点
の
確

か
さ
に
つ
い
て
、
現
代
の
わ
れ
わ

れ
の
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ

と
の
ひ
と
つ
に
、
調
査
部
や
記
事

審
査
部
の
設
置
に
よ
る
新
聞
編
集

の
近
代
化
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
性
昭
一

に
接
し
た
と
い
え
ば
き
こ
え
は
よ

い
が
友
人
の
使
い
走
り
で
ご
迷
惑

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
早
々
に
辞
去
し

た
私
の
楚
人
冠
と
の
心
の
一
期
一

会
は
六
十
余
年
後
の
昨
秋
、
我
孫

子
市
史
の
企
画
で
三
時
間
に
わ
た

る
座
談
会
が
拙
庵
で
行
わ
れ
た
と

き
に
は
じ
ま
る
。
私
は
こ
の
時
は

じ
め
て
「
湖
畔
吟
」
を
拾
い
読
み
し

H
Aゆノ、
aa

た
が
、
こ
の
た
び
こ
の
一
文
を
草

す
る
に
当
り
事
件
記
者
的
嘆
党
を

以
て

「う
る
さ
き
人
々
」
、
「
湖
畔

吟
」
正
、
続
、
続
々
の
頁
を
繰
っ
た
。

そ
し
て

一
昨
日
私
に
と
っ
て
願
っ

て
も
な
き
ネ
タ
を
発
見
し
た
。
そ

れ
は
「
続
湖
畔
吟
」
末
尾
に
近
い

「失
恋
」
と
題
し
た

一
筋
で
あ
る
。

失
恋
の
相
手
は
柏
の
さ
る
民
家

の
生
垣
に
生
、
え
て
い
た
特
別
優
雅

な
花
を
つ
け
た
椿
の
一
本
で
あ
っ

で
い
う
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
構
築

が

叩
年
前
す
で
に
企
図
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
驚
嘆
し
て
し
ま
い
ま

す。

当時の家並み。 自転車姿は楚人冠か。湖畔吟社の

一句「貧しけれと・人数だけの西瓜かな」に楚人冠

はほろり。こ こに楚人冠の我孫子観が。

さ
て
、
我

孫
子
に
移
っ

て
か
ら
の
地

元
の
人
た
ち

と
の
交
流
に

つ
い
て
は
す

で
に
触
れ
ら

れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
よ

う
す
を
酒
脱

な
筆
勢
で
活

写
し
た
「
湖

畔
吟
」
の
な

か
に
、

こ
ん

た
が
、
そ
れ
は
椿
の
大
木
を
伐
り

倒
し
た
あ
と
に
出
た
ヒ

コ
パ
エ
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
巨

根
を
掘
っ
て
移
植
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
わ
か
っ
て
断
念
し
た
と
の

話
で
あ
る
。
そ
の
花
は
「大
輸
の
二

重
の
白
花
で
、

白
い
と
は
い
ひ
な

が
ら
、
花
び
ら

一
面
に
有
る
か
無

き
か
の
薄
い
桃
色
が
ぽ
う
と
香
っ

て
見
、
え
る
。
如
何
に
も
美
し
い
」

(
昭
和
七
年
二
月
)
と
記
さ
れ
て
い

る。

L¥ 
楚人冠愛蔵の激石ill墨「椿」

こ
れ
が
発
表
さ
れ
て

三
十
年
以
上
た
っ
て
私

は
拙
庵
の
生
垣
の

中

に
、
こ
れ
と
全
く
同
じ

と
い
っ
て
よ
い
椿
を
見

つ
け
、
東
京
の
ヴ
ェ
テ

ラ
ン
庭
師
の
手
を
借
り

て
母
屋
の
わ
き
に
ひ
き
ず
り
上
げ

か
っ
ち
ゃ
〈

て
植
え
つ
け
た
。
翌
春
、
活
着
し
た

ら
し
く
ポ
チ
ポ
チ
と
茅
は
出
た

が
、
雑
木
に
苦
し
め
ら
れ
て
育
っ

た
そ
の
姿
は
全
く
見
る
に
堪
え
な

い
。
翌
年
イ
チ
か
パ
チ
か
の
勢
い

で
地
上
三
尺
の
と
こ
ろ
か
ら
上
を

伐
っ
て
捨
て
た
。

今
日
こ
の
木
を
眺
め
る
人
に
は

右
の
話
が
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
疑
わ
れ
る
か
も
知
れ

に
ち
を
予
見
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
の
先
見
性
が
い
く
つ
も

み
て
と
れ
ま
す
。

例
え
ば
、

土
昭
日
は
休
日
に
す

べ
し
と
い
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の

授
業
や
予
習

・
復
習
に
毎
日
追
わ

れ
て
い
た
の
で
は
、
愉
快
に
学
聞

を
す
る
と
い
う
余
裕
が
な
く
な
る

か
ら
で
す
。
土
曜
日
を
休
日
に
し

た
ほ
う
が
「
勝
手
に
」勉
強
が
で
き
、

勝
手
に
や
ら
せ
た
ほ
う
が
心
地
よ

く
や
れ
る
の
で
、
休
日
に
す
れ
ば

勉
強
が
で
き
る
「
勘
定
に
」
な
る
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て
自
ら

も
実
行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
過

ご
し
方
は
見
事
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
毎
日
排
出
す
る
ゴ

ミ
の
処
理
に
頭
を
い
た
め
、

3
0

ぬ
が
、
伐
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
二
本

の
幹
が
の
び
て
樹
姿
も
す
こ
ぶ
る

よ
ろ
し
い
。
そ
し
て
、
毎
年
た
く
さ

ん
花
を
つ
け
る
。

楚
人
冠
と
の
愛
椿
の
心
の

一
期

一
会
は
一
昨
日
の
出
来
事
d

で
あ
っ

た
。
わ
が
山
荘
が
存
続
す
る
限
り
、

こ
の
椿
は
、
毎
年
三
月
と
も
な
れ

ば
、
そ
の
独
特
の
花
の
色
香
に
よ

っ
て
楚
人
冠
の
失
恋
の
心
を
慰
め

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
一
年
十
二
月
四
日

0
年
は
保
証
で
き
る
場
所
を
つ
く

り
得
意
満
面
め
よ
う
す
、
混
雑
し

た
通
勤
列
車

の
人
ロ聞
の
こ
と
な

ど
、
こ
ん
に
ち
的
問
題
が
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
て
興
味
を
そ
そ
り
ま
す
。

志
賀
直
哉
は
医
者
が
い
な
い
か

ら
と
我
孫
子
を
去
り
ま
し
た
。
楚

人
冠
は
む
し
ろ
医
者
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

何
人
か

い
た
白
樺
派
の
人
た
ち
の
、

地
域

の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
は
多
く

本
特
集
の
編
集
に
あ
た
り
執
畑
、
取
材
、

等
兵
従
供
等
で
-)
協
力
い
た
だ
い
た
秋
谷

半
七
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
調
売
部
、
植
附

一
、
鋭
石
町
(
市
助
県
)
、
鹿
角
市

(秋田

県
)
、
佐
藤
雅
子
、
修
普
寺
町
(
静
岡
県
)
、

19211手に村川別荘に移築された我孫子宿本障の離れ。

吟J に登場する飯泉 「半六」が斡旋したとされる。むらかわけんたろう

1
9
0
7
年
東
京
生
ま
れ
。
西

洋
史
家
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

日
本
学
士
院
会
貝
。
著
作
に

『村

川
堅
太
郎
古
代
史
論
集
h

はか。

1
9
5
9
年
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
ク
ラ
ブ
穴
受
賞
。
我
孫
子
市
舟

に
父
堅
固
以
釆
の
別
荘
を
も
っ
。

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
え

ば
、
楚
人
冠
が
白
樺
派
の
人
た
ち

に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な

い
の
は
、
ど
、7
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
楚
人
冠
は
、

地
域
や
生
活
を
大
切
に
し
た
す
ぐ

れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
と

同
時
に
、

自
由
人
・
風
流
人
と
し
て

の
真
骨
頂
も
貫
い
た
希
有
な
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ス
ト
で
し
た
。

新
潮
社
、
杉
村
館
、
杉
村
氏
、
杉
村
松
子
、

単
独
全
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・新

聞
研
究
所
、
南
方
文
枚
、
八
坂
一世
房
、
山
下

辰
造
.
山
階
鳥
類
研
m
b所
、
和
歌
山
市
教
育

委
只
会
、和
中
光
次
、
我
孫
子
市
史
研
究
セ

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


